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様式Ｓ－１－１８（「領域計画書」応募内容ファイル（添付ファイル項目））      領域計画書－１ 

１ 領域の目的等 

（１）目的 
①研究の学術的背景：東アジア地域における急速な経済発展は、環境に調和した成長とは乖離し

た石炭・石油を中心とするエネルギー大量消費を伴い、排出される多量の二酸化炭素やNOx、SO2 

等の酸性ガス、粒子状物質は、発生源近傍の大気汚染はもとより、周辺国への広域越境汚染、さ

らには北半球全体にも及ぶ広がりをもって、気候変動にも影響するなど、地域規模～地球規模の

大気環境問題の顕在化につながっている。しかしながら、エアロゾルの空間的分布、生成機構、

環境影響の定量的評価については未解明な点が多い。これまでに、気候変動との関わりに重点を

おいたINDOEX, TRACE-P, ACE-Asia, ABCに代表される大型集中観測プロジェクトが組織され研

究が推進されてきた。わが国でもAPEX, VMAP, AIEなどの研究プロジェクトが組織され成果を挙

げているが、これらのプロジェクトでは人間の健康影響や植物への影響は含まれていない。エア

ロゾル粒子のうち、ガスの粒子転換により生成する二次粒子は粒径2.5m以下のPM2.5と呼ばれる

微小粒径域に存在し、人間の健康に大きく関わっている。アジアでは一次物質による環境汚染が

依然深刻であるが、二次粒子やオゾンなどの二次生成物の越境大気汚染も重要な問題となりつつ

あり、広域な影響評価、地球温暖化対応策と連動した削減方策の提言と実行は喫緊の課題である。 

 上記プロジェクトのうち、AIE（科研費特定領域研究「東アジアにおけるエアロゾルの大気環

境インパクト」（H13～17 年度、領域代表：笠原三紀夫））は、本研究領域を先導する研究課題で

ある。AIE では東アジアにおける大気エアロゾルの空間分布の測定や、大気エアロゾルの性状、

二次粒子の生成プロセスに関する研究が進められた。また、東アジアにおける大気エアロゾルの

輸送と沈着のプロセス解明、さらに大気エアロゾルによる地球冷却の効果などが精力的に進めら

れ、その結果、現在・将来の日本の酸性雤・酸性沈着に及ぼす発生源や国別寄与の定量化、エア

ロゾルの地球冷却化効果の解析、特に東アジアにおけるエアロゾル増加による冷却化の定量的評

価が行われて、終了後高い評価が与えられたが、この特定領域研究では植物や人の健康に対する

影響に関する研究は行われなかった。しかし、人の健康影響は、環境保護対象として最も高位に

位置づけられるものであり、また CO2吸収源でもある植生への影響は地球温暖化にも関わって、

非常に緊急性の高い問題である。本研究領域は、上記特定領域研究の研究成果や、構築された研

究資産を継承し有効に活用して、現在喫緊の課題となっている東アジア由来のエアロゾルの環境

影響を解明しようとするものであり、広域で喫緊な課題解決のための政策など意志決定のために

不可欠な、エアロゾルに関わる従来の枞組みを超えた新たな学術領域の創製を目指している。 

②研究の目標(何をどこまで明らかにするか)：本研究領域では、研究項目 A01 と A02 のプロセスス

タディ研究と、研究項目 A03 と A04 の影響解明の研究を連携して進める。前者で東アジアに由

来するエアロゾルの発生・変質・沈着の過程の解明と、現状評価を行い、その成果を後者に取り

入れて現在の影響を明らかにし、再度 A01 にフィードバックして将来の影響の評価も行い、対策

の基礎となる環境基準や国際的排出源対策・連携の裏付けとなる科学的データの提供と提言に

結びつけることが目標である。 

研究項目 A01 では、エアロゾルやその前駆体の発生源、大気中での反応と二次粒子生成機構の

解明に为眼をおくが、発生源評価に社会経済的視点を導入することで新たな学術領域を開く。こ

のため、(1)対流圏上空を想定した低温・低圧の非常態場における二次粒子生成・成長過程を実験

的、理論的に解明し、対応するサブナノからサブミクロンまでの粒子計測システムを開発する。

(2)植物起源 VOC(BVOC)の気相酸化反応と後続する有機エアロゾルの生成・成長過程を解明し、

化学種、反応速度決定のための計測システムを開発する。(3)人為固定発生源における一次及び二

次粒子生成過程を解明しソース・リセプター関係の同定のための発生源プロファイルを構築す

る。(4) BVOC フラックス計測とインベントリマップの構築、発生源情報と化学輸送モデルを用

いたエアロゾル空間分布の推定と研究項目 A03 や A04 の成果を導入した人や植物への影響評価、

産業連関分析法を用いた人為発生源の影響ポテンシャルのアジア地域における構造分析を行う。 

研究項目 A02 では地上や航空機による観測を行って、東アジアから飛来するエアロゾルの定

性・定量的把握を行うことを目的とする。ライダーネットワークなどの観測データと化学輸送モ 
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                       領域計画書－２ 

 

目的（つづき） 

デルを用いてエアロゾルの分布と動態を解析し、地域毎のエアロゾル濃度とエアロゾル種の特徴、

イベント毎のエアロゾル濃度変化などを明らかにする。また、PM2.5 濃度の辺戸・福江・および九

州北部の都市における通年観測から、長距離輸送イベントが盛んとなる春季の PM2.5 中の有害物質

含有割合を明らかにする。これらのデータから各有害物質の通年濃度(曝露量)を計算する。また、

エアロゾル形成に関与するガス状物質濃度を同時観測し、エアロゾルの輸送過程での変質を解析

する。航空機観測では、本研究領域の为目的である東アジアに由来するエアロゾルの健康や植物

への影響の解明のため、我が国に輸送されるエアロゾルの化学成分を網羅的に調べ、我が国にど

のようなエアロゾルがどのような気象条件のときにどのくらい飛来するのかを、東シナ海や日本

海上空で捉え、分析し、基礎データとして研究項目 A03 と A04 に提供する。 

研究項目 A03 では、実験的研究によって樹木に対するエアロゾルの影響を明らかにし、さらに

フィールド調査によって森林におけるエアロゾルの成分濃度、沈着・発生フラックスおよび葉面

への沈着影響を明らかにする。それらの実験的研究の結果と野外観測の結果を総合的に考察し、

東アジアにおけるエアロゾルの樹木影響の現状評価、中でも樹木の成長量、光合成などの生理生

化学的機能、水分状態および栄養状態などに対する影響とその樹種間差異を解明する。研究項目

内で測定した森林内のエアロゾルのデータに加えて、研究項目 A02 から提供される、広域汚染デ

ータを取り入れて、我が国および東アジアにおけるエアロゾルの植物影響を把握する。 

研究項目 A04 では、まず疫学的手法により、将来の大気環境基準策定の基礎となるべき情報を

得るため、性状別に細分化された粒子状物質と死亡との関連を明らかにする。エアロゾルに関し

ては、研究項目 A01、A02、あるいは項目内の研究の結果から、東アジア・東南アジア由来の粒子

状物質の化学組成などの情報が得られるので、これを取り入れ解析に供する。特に黄砂がわが国

に飛来する過程で、中国、韓国などの大気汚染排出地域を通過するかどうかを気象条件によって

分類し、その相違を評価する。一方、実験的研究では、各地域で採取した発生源や移動経路、形

状、粒径、成分、等が異なる微小粒子・エアロゾルやそれらに含まれる含有成分を複数の細胞培

養系に曝露することにより、微小粒子・エアロゾルの健康影響を、免疫応答と気道上皮への影響

に注目し、実験的に評価する。また、スギ花粉症を対象として、スギ花粉に付着しやすい粒子、

アレルゲン含有粒子、化学組成(黄砂微小粒子の沈着成分、ディーゼル排気粒子など)とその複合的

な汚染物質の形成可能性について調査し、影響指標を示す。 

③当該領域の発展：本研究領域は、公募要領の対象にいう、「異なる学問分野の研究者が連携して

行う共同研究等の推進により、当該研究領域の発展を目指すもの」に該当する。エアロゾルの化

学、物理、工学などの研究者と植物生理の研究者、医学の研究者が連携してエアロゾルをキーワ

ードに東アジアで増加するエアロゾルの発生、変質、沈着のプロセスの解明と、組成・分布・輸

送のデータから植物、人間の健康への影響を明らかにしようとするものである。共通のフィール

ド（北九州地域を想定）で三者が共同で観測を行ったり、影響研究を推進するにあたってどのよ

うな野外観測データが必要であるかの提言を影響研究側からタイムリーに行ったりすることによ

り、三者の間の連携を深め、新たな研究領域を発展させる。そこには、植物や人の視点を考慮し

た新規なエアロゾル実験、計測技術や評価方法の開発、エアロゾル性状特性の詳細化による影響

評価の高度化など、エアロゾルの自然科学的影響（大気環境＋人や植物影響）＋社会経済的影響

を明らかにする「エアロゾル環境学」の創設が視野に入っている。 

④学術水準の向上・強化：これまで、東アジアの急速な経済発展によるエアロゾル汚染の増悪と、

様々な大気汚染物質の植物や健康への影響はそれぞれ独立に研究が進められてきた。そのため、

種々のフィールド観測のデータも地球科学的には非常に興味があり、意義深いものであっても、

影響の研究に有効に活用されてきたとは言い難い。一方、植物や健康影響に関連して多くの大気

汚染物質や粒子状物質の曝露実験が行われてきたが、ローカルな汚染をターゲットにしたものが

中心で、広域の汚染を意識したものは限られていた。このような分野の研究者が連携を深めて研

究を進めることにより、異分野間の関係をより密接なものとすることに貢献し、この分野の学術

水準の向上・強化に資することができる。 
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領域計画書－３ 

 

（２）応募領域に関連する国内・国外の研究動向等 
二次粒子生成・成長機構の解明と粒子の発生源 

大気中における二次粒子生成・成長機構の解明に関する研究は、常温常圧下では国立環境研究

所によるチャンバー実験、Seinfeld らや Kulmala らによる屋内外の実験やモデル計算によって精

力的に研究が行われている。しかし、機構解明に必須の µm 以下から nm に及ぶクラスターから

粒子までのサイズを正確に計測可能な技術は世界的に未確立で、低温、減圧下での計測技術と機

構解明の研究はほとんどない。また、観測結果を定量的に説明可能なモデルは未開発で、有機－

無機成分相互作用、速度論的情報、粒子生成に至る反応経路についても不明な点が多い。 

 人為発生源からのエアロゾル生成・排出に関する研究は、ディーゼル車など移動発生源に関す

るものが大半で、固定発生源に関しては England らの火力発電所等を対象とした報告が散見され

る程度で、排出実態や生成機構も十分解明されていない。東アジアでは大気汚染物質除去設備の

設置は様々で、実測データも尐なく排出量の正確な推計はほとんどない。二次生成物質と関わる

植物からの VOC フラックスデータも欧米での実測データに限られ、この基礎放出速度により東

アジアにおける排出量インベントリが提出されていて、地域を代表した値となっていない。エア

ロゾルの人為発生源を経済活動の視点から捉え、地域汚染・越境汚染による影響をアジア地域に

おける社会経済的連鎖と結合させ、影響の誘発効果、発生源の構造を解明した研究はまだない。 

エアロゾルの地上及び航空機観測 

全自動多機能ライダーによる観測ネットワークは H13～17 年度に遂行された科研費特定領域

研究「東アジアにおけるエアロゾルの大気環境インパクト」（AIE）（領域代表：笠原三紀夫）の

計画研究「ライダーによるエアロゾル性状の空間分布測定」（代表：杉本伸夫）と環境省地球環

境研究総合推進費の黄砂に関する研究課題のなかで、世界に先駆けて構築され、黄砂現象の定量

的把握や発生源の推定に有効であることが示された。世界では、欧州や旧ソ連圏や米国東部で高

機能のラマン散乱ライダーによる手動観測のネットワークが展開されている。 

  西太平洋地域における東アジア由来の大気汚染・エアロゾルの航空機観測は畠山らによる

PEACAMPOT-I（91-98）、NASA による PEM-WEST-A（91）の両プロジェクトを嚆矢として、そ

の後、PEM-WEST-B（93）、ACE-Asia（01）、TRACE-P（01）などのプロジェクトが、我が国では

PEACAMPOT-II（畠山、2000-02）、APEX（東京大学、中島、02）、PEACE（東京大学、近藤、02-04）

などによる観測が行われた。上記の特定領域研究 AIE において畠山が研究項目 A-01 の項目代表

となり、研究課題「地上観測と航空機観測によるエアロゾル性状の空間分布測定」に基づいて、

中国における大気汚染・エアロゾルの航空機観測を遂行した。 

エアロゾルの植物影響 

植物に対するエアロゾルの影響は、国内外にほとんど研究例がない。したがって、エアロゾル

の植物影響の解明は極めて独創性の高い研究課題である。伊豆田は、これまでに植物の成長、光

合成などの生理機能および栄養状態などに対する大気汚染ガスや酸性降下物の影響などを解明

してきたが、その過程でエアロゾルによる大気汚染とその樹木影響は早急に解明を要する問題で

ある。森林生態系におけるエアロゾルの沈着量と動態を正確に評価する手法は開発されていな

い。また、アジアにおいてエアロゾルの森林への沈着を直接測定し評価した事例は極めて尐なく、

特に東南アジアの熱帯林においては皆無である。松田らの海外でのフィールド調査の経験(タイ、

モンゴル、アラスカ等)、特にタイの熱帯林におけるガス状物質の乾性沈着直接測定の経験を生

かすことにより、当該地域におけるエアロゾル成分の沈着機構とその動態を初めて評価できる。 

健康影響の疫学的研究 

疫学研究としては、EU では各国の共通の解析、米国では都市別の解析などで大気中粒子状物

質（PM10と PM2.5）とともにオゾンなどの影響も多くの報告がある。同濃度の汚染物質でも地域

による影響には相違があり、原因として PM10 中の PM2.5 の割合、粒子に付着した化学物質、金

属成分などの濃度差の影響が示唆された。我が国では、浮遊粒子状物質（SPM）について環境基

準が規定されているが、未だ PM2.5や PM10を用いた外国と比較できる状況にはない。 
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応募領域に関連する国内・国外の研究動向等（つづき） 

最近、中国から排出された大気汚染物質が、九州の光化学オキシダントの原因の 45%を占める

との報告もあって、越境汚染の重要性が高まっている。同様の機序で自然起源の黄砂も大陸から

日本に飛来するが、大気汚染の激甚な地区の上空を経由した場合、黄砂に付着した物質によって

影響に相違があると指摘されている。実験研究に関しては、上述の疫学研究の結果を受け、様々

な物質に対する呼吸器症状、循環器症状、アレルギー反応、生殖器や神経系への影響の報告があ

るものの、現時点でどの成分、あるいは金属に優先順位を設定するかに関しても一定の見解を得

るのが難しい。 

関連する先行および現行の研究の位置づけ 

 本研究領域は文部科学省科学研究費補助金特定領域研究「東アジアにおけるエアロゾルの大気

環境インパクト」（H13～H17、代表：笠原三紀夫）の後継研究であるが、同研究はエアロゾルの

大気環境に与える影響のみに絞った研究であり、本研究領域はこれを発展させ、植物および人間

の健康影響解明に向けたものである。またエアロゾルが関連する特定領域研究としては現行の「海

洋表層・大気下層間の物質循環リンケージ」（H18～H22、代表：植松光夫）があるが、この研究

は、大気から海洋への物質供給過程や 海洋から大気への生物起源気体の生成・放出過程などを対

象としたもので、植物、人間の健康に対するエアロゾルの影響を中心とした本研究とは異なる。 

東アジア由来の大気汚染物質の解析および影響研究には、環境省地球環境研究総合推進費の

C-051「アジア大陸からのエアロゾルとその前駆物質の輸送・変質プロセスの解明に関する研究」

（H17～19、代表：畠山史郎）、C-061「広域モニタリングネットワークによる黄砂の動態把握と予

測・評価に関する研究」（H18～H20、代表：西川雅高）、C-062 東アジアの植生に対するオゾン濃

度上昇のリスク評価と農作物への影響予測に関する研究」（H18～H20、代表：小林和彦）がある。

C-051 はエアロゾルを中心とした大気汚染物質の長距離輸送と化学的変質過程を、C-061 は黄砂の

発生源と輸送機構、黄砂表面での化学反応を、C-062 は東アジア由来の大気汚染物質のうち为にオ

ゾンの影響を中心とした研究で、いずれも本領域の研究とは視点が異なっている。これらの研究

成果を生かして、本研究を推進することにより、東アジアの広域大気汚染の現状と影響がより明

確になり、対策の提言に結びつくものと期待される。 

 

（３）準備状況等 
①前特定領域研究 本研究領域の前身として科研費特定領域研究「東アジアにおけるエアロゾル

の大気環境インパクト」（H13～17、代表：笠原三紀夫）が遂行された。数多くの成果が挙げられ、

A の高い事後評価を受けている。また、ライダーネットワーク観測網や中国での航空機観測、モ

デル計算の手法や衛星観測の応用など、前領域が残した多くの研究資産はまだ十分な利用価値が

あり、これを活用して更なる研究を行うことは研究の効率から言っても意義深いことである。ま

た、上記特定領域研究の目標は、大気環境への影響であって、動植物などの生態系や人間の健康

に対する影響の観点からの研究は行われていなかった。中国を中心とする東アジア地域の急速な

経済発展にともない、急激に増加しているエアロゾルが長距離輸送後、風下でどのような影響を

及ぼすのかは周辺各国のみならず、北米やさらには北半球全体にとっても重要な問題である。 

②学会活動その他 エアロゾルの環境影響に対する重要性の認識はかつてないレベルとなり、エ

アロゾルの研究者と、植物や人間の健康に関する研究を行っている研究者が有機的に連携して研

究を進めることが強く求められるようになってきた。そこで、日本エアロゾル学会、大気環境学

会などで中心的な活動をしている研究者に諮り、平成 13 年当時に比べて格段に増加している汚染

物質の影響を明らかにする研究の開始を図ることとした。畠山と東京農工大学の教員を中心とし

た研究グループを組織して検討を進め、上記特定領域研究の後継課題として、関連する研究者に

呼びかけた。その過程で、前特定領域課題の成果と研究資産を受け継いで効率的に進めるべき研

究分野を抽出し、植物への影響と、疫学的な視点からの人間の健康影響をエアロゾル環境学の重

要な対象と見定め、これを中心とした研究課題を立ち上げることにした。課題名を「東アジアに

おけるエアロゾルの植物・人間系に対するインパクト」と決めて、今回申請することとした。 
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                        領域計画書－５ 

２ 領域推進の計画・方法 

（１）領域推進の計画の概要 
１）基本的な研究戦略 

 本研究領域はエアロゾルを研究対象の核としているが、その研究分野はエアロゾルの発生・輸

送・沈着のプロセスや、東アジア地域に大気エアロゾルとその前駆物質の広域分布、さらにはエ

アロゾルの森林への沈着と植物に対する影響、そして为に東アジアや東南アジアに由来するエア

ロゾルの人間の健康に対する影響、と非常に学際的、分野横断的なものとなっている。このよう

な研究領域を円滑にまとめ、研究の推進を図るには、それぞれの研究分野ごとに研究項目を立て

てその中で調整をとりながら、相互にフィードバックを行い全体の調和を図るという方法が最も

効率的であると考えられる。この目的から、本領域では以下の 4 つの研究項目によって構成する。 

研究項目 A01：エアロゾルの生成と排出源の評価、研究項目 A02：東アジアのエアロゾル・大気

汚染物質の輸送と広域分布の解明、研究項目 A03：エアロゾルの植物影響の解明、研究項目 A04：

エアロゾルの健康影響の解明 

２）領域における具体的な研究内容 

・研究項目 A01: エアロゾルの人の健康や植物への影響評価、発生源制御・抑制策策定のため発生

源と受容域（ソース・リセプター）間の関係を定量的に評価・制御する。このため、大気中にお

ける前駆体ガスからのエアロゾル生成に関わるプロセスを解明し、経済活動のグローバル化よる

経済と環境の連鎖を社会経済的視点から捉えた排出構造を顕示する。エアロゾル及びその前駆体

の発生源特性、大気中での反応と二次粒子生成機構の解明に为眼をおく。 

・研究項目 A02: エアロゾルの立体分布や化学成分構成を連続的に観測し、エアロゾル発生、輸送

の動態を様々な時間スケールで捉える。これによって、健康影響、植物影響に関するエアロゾル

分布の地域毎の特徴を、様々な時間スケールで解析する。本研究項目では、アジアに展開されて

いるライダーネットワークや、沖縄辺戸岬に設置されている観測ステーションなど、これまでの

研究プロジェクト等によって構築された多くの研究資産を効率的に継承・利用し、東アジアの広

域大気汚染現象にともなうエアロゾルの性状を様々な観点から観測して、基礎データを A03・

A04 研究項目と共有して、植物への影響、人間の健康への影響を解析するための基礎とする。 

・研究項目 A03：東アジアの森林を構成する樹木に対するエアロゾルの影響に関する現状評価を

行う。そのために、実験的研究によって、東アジアの代表的な樹木の葉におけるエアロゾルの吸

着量と吸収量を評価し、成長、生理機能、栄養状態および水分状態に対する影響とそれらの樹種

間差異を明らかにする。さらに、新規に開発する森林におけるエアロゾルの沈着量と動態の評価

手法を用いて、東アジアの森林におけるエアロゾル成分の濃度、沈着・発生フラックス、樹木葉

面への沈着形態を明らかにする。実験的研究の結果と野外観測の結果を総合的に考察し、東アジ

アの森林を構成している樹木に対するエアロゾルの影響の現状の解析と評価を行なう。 

・研究項目 A04：疫学的な手法によるエアロゾルの健康影響を中心に研究を進める。気象要因や累

積的影響などの要因の違いや解析モデルの違いなどの影響を除いた、アジア地域における大気汚

染、特にエアロゾルによる健康影響の評価を行い、人種やその他の要因の関与を明らかにし、本

研究領域の A01, A02 あるいは A04 研究項目の研究の結果として得られる東アジア・東南アジア

でのエアロゾルの化学組成などの情報も、影響評価に加える。疫学的研究に加えて、近年大きな

問題となっているスギ花粉症や黄砂、有機エアロゾルなど含め、実験的にも影響を評価する。 

３）研究間の連携等 

各計画研究は次ページの図に示したように、研究項目内はもとより、研究項目間においても密

接な連携を保ち、お互いの研究結果を参照しながら研究を進める。各計画研究は本領域の研究を

推進するにあたっていずれも必須の研究である。 

４）平成 20 年度および平成 21 年度以降の研究計画・方法 

平成 20 年度は、研究班の構築と連携の強化の確認、設備備品などの設置と運用を開始し、観

測場所や期間の策定など準備的な研究を開始する。 
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領域計画書－６ 

 

領域推進の計画の概要（つづき） 

平成 21 年度以降は研究項目 A01 および A02 において本格的な実験および観測を開始し、その

データを研究項目 A03 および A04 に提供して、影響の研究を行う。 

 

各研究項目における研究の構成・研究内容の概念図 

 
各研究項目間の連携 

研究項目A04
エアロゾルの健康影響の解明

研究項目A03
エアロゾルの植物影響の解明

研究項目A01
エアロゾルの生成と排出源の評価

研究項目A02
東アジアのエアロゾル・大気汚染物
質の輸送と広域分布の解明

東アジアにおけるエアロゾ
ルの植物・人間系に対する

インパクト

・樹木に対するエアロゾルの影響
　に関する現状評価
・現在・将来の日本および東アジ
　アの森林生態系に対する影響の
　定量化

・疫学的手法および実験的手法に
　よるエアロゾルの健康影響の解
　明
・東アジアのエアロゾルによる健
　康影響の総合的解明

東アジアにおける植物・人間系へのインパクトの解明
生態系の環境保全・人間の健康増進

データの提供

情報の交換

政策・意
思決定

研究項目A04
エアロゾルの健康影響の解明

研究項目A03
エアロゾルの植物影響の解明

研究項目A01
エアロゾルの生成と排出源の評価

研究項目A02
東アジアのエアロゾル・大気汚染物
質の輸送と広域分布の解明

東アジアにおけるエアロゾ
ルの植物・人間系に対する

インパクト

・樹木に対するエアロゾルの影響
　に関する現状評価
・現在・将来の日本および東アジ
　アの森林生態系に対する影響の
　定量化

・疫学的手法および実験的手法に
　よるエアロゾルの健康影響の解
　明
・東アジアのエアロゾルによる健
　康影響の総合的解明

東アジアにおける植物・人間系へのインパクトの解明
生態系の環境保全・人間の健康増進

データの提供

情報の交換

政策・意
思決定
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領域計画書－７－（１） 

 

（２）各計画研究（総括班を除く）の研究組織及び研究内容の概要 
 

A01-P01（計画研究１）「多成分、非常態下における二次粒子生成・成長過程の解明」 

研究者数３、研究組織／研究代表者：奥山喜久夫、広島大学・工学研究科・教授、微粒子工学、

エアロゾル科学、ガス状大気汚染物質からの二次粒子生成・成長機構の解明および全体の総括；

研究分担者１：藤本敏行、室蘭工業大学・准教授、化学工学、エアロゾル科学、UV 光によるガ

ス状汚染物質からの二次粒子生成のモデル実験および、一般動力学モデルを用いたモデル計算；

研究分担者２：フェリー・イスカンダル、広島大学・工学研究科・助教、ナノ粒子の化学と工学、

ガス中エアロゾルの有機系・無機系成分の評価 

大気中に放出されたガス状汚染物質は、物理・化学的変化を受けて核生成・成長により数十ナ

ノメートル以下のエアロゾル（気相浮遊ナノ粒子および微粒子）を発生する。この過程は二次粒

子生成と呼ばれ、発生したエアロゾルは大気汚染の原因となる。本研究課題では、ナノ粒子およ

び微粒子の計測装置を開発改良し、圧力や温度が常温、常圧下と異なる非常態下での多成分系汚

染ガスからの核生成・成長過程におけるナノ粒子の発生メカニズムを明らかにする。さらに、得

られた実験結果に理論的な検討を加え、さまざまな条件下での二次粒子生成および成長の予測を

可能にするためモデル計算を行い、特に、エアロゾルの大気環境影響の中で最も重要な硫酸粒子

生成を中心として、以下の研究課題について検討する。①各種条件(ガス状汚染物質の濃度、圧

力、温度、湿度)下で粒子の生成・成長のモデル実験を行い、粒子生成機構を明らかにする。こ

こで、エアロゾルの粒子径分布および粒子径別の化学組成を計測できるように計測装置の開発を

行う。②VOC が存在する場合や、ガス状汚染物質と粒子状物質が共存する場合についての粒子

生成・成長のモデル実験を行い、VOC や粒子状物質の存在による粒子生成・成長への影響を実

験的に明らかにする。③多成分系および非常態下でのエアロゾルの生成・成長のモデル計算を行

い、SO2、NO2、アンモニアガスと有機系の混合ガスからの均一系粒子生成機構および粒子状物

質が存在する不均一系の影響を明らかにする。VOC の影響については、A01-P02 によって明ら

かにされる反応機構、反応速度を取り込んだモデルの開発を行う。 

 

A01-P02（計画研究２) 「エアロゾル前駆体の実時間計測による二次有機エアロゾル生成過程の

解明」 

研究者数３、研究組織／研究代表者：廣川 淳、北海道大学・地球環境科学研究院・准教授、大

気化学、気体－粒子不均一反応による粒子成長過程の解明と全体の総括；研究分担者１：猪俣 

敏、国立環境研究所・大気圏環境研究領域・为任研究員、物理化学、エアロゾル前駆気体測定手

法の高度化と半揮発性・不揮発性酸化生成物の検出；研究分担者２：高橋けんし、京都大学・次

世代開拓研究ユニット・助教、大気化学、エアロゾル前駆気体の酸化反応機構の解明 

イソプレン、テルペンなどの植物起源揮発性有機化合物（BVOC）を対象として、これらの気

相酸化反応と続いて起こる粒子化、成長の初期過程に焦点を当て、これらに直接関与している化

学種の特定を行うとともに、各素過程の速度を決定し、粒子生成のメカニズムを明らかにする 

二次粒子生成には、大気成分から半揮発性・不揮発性物質への多段階の気相酸化反応、不揮発

性物質の粒子への凝縮、半揮発性物質と粒子相との不均一反応による粒子成長などの様々な過程

が関与している。これら諸過程の定量的な理解により、二次粒子生成をモデル化し、予測するた

めに必要な情報を提供する。特に、BVOC の気相酸化と半揮発性・不揮発性物質の生成、半揮

発性物質と酸性粒子との不均一反応に焦点を当て、これらに関わる化学種を特定するとともに、

その速度を実験的に決定する。①半揮発性・不揮発性有機化合物を特定し、定量するための測定

手法を確立する。②植物起源有機化合物の酸化反応速度を測定するとともに、多段階酸化反応の

結果生成し、粒子化に直接関与する半揮発性・不揮発性物質を特定する。③半揮発性物質と酸性

粒子との不均一反応の速度を測定し、その生成物を特定する。得られた粒子化初期過程での定量

的な情報と、A01-P01 の粒子生成・成長モデル実験の結果とを比較し、生成過程を解明する。 
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領域計画書－７－（２） 

 

（２）各計画研究（総括班を除く）の研究組織及び研究内容の概要 
 

A01-P03（計画研究３）「人為発生源におけるエアロゾルの生成と排出源同定」 

研究者数３、研究組織／研究代表者：神谷秀博、東京農工大学・共生科学技術研究院・教授、微

粒子工学、ナノ粒子プロセス工学、バイオマス、廃棄物燃焼からのエアロゾル生成、大気中への

放散挙動の評価解析と全般の総括；研究分担者：和田匡司、石川工業高等専門学校・助教、集塵

工学、粉体工学、ベンチからパイロットレベルでの日本および東アジア・大陸圏の除塵レベルで

の粒子排出挙動の測定・解析；連携研究者：牧野尚夫、電力中央研究所・エネルギー技術研究

所・スタッフ・上席研究員、燃焼工学、集塵工学、発電工学、化石燃料からのエアロゾル生成・

大気中への放出・拡散挙動の評価用パイロット試験装置の提供及び運転 

人為的エアロゾル発生源である工場、廃棄物処理場、発電所等の発生源別のナノからミクロまで

無機成分のスペシエーションも含めた粒子生成及び環境中への排出機構の解明を行う。人為的発

生源は燃料組成、燃焼条件などによりエアロゾルの発生、環境中への放散機構が著しく異なる。

本計画では代表的な発生源としてバイオマス、石炭・石油、廃棄物を対象にエアロゾル生成・大

気中への放散機構を解明する。①排出源別エアロゾル生成・成長過程、及び高性能の集じん装置

を通過、大気中へ放散する微量成分の排出過程のプロファイルを実験室レベルの基礎的装置を用

い評価・解明する。②PM10/2.5のミクロン域からナノ成分の多い凝縮性粒子、及び二次粒子生成

要因と予測される諸成分について、生成量及び放散量の推定を行うシステムを構築する。③高性

能集じん装置、大気汚染防止装置の設置を義務付けられている日本と、規制がまちまちの東アジ

アについて規制状況に基づいて発生源からの大気排出・放散状況を調査するため実験室レベル

からパイロット試験設備までの規模の異なる燃焼装置を用い検討する。 

 

A01-P04（計画研究４）「社会経済活動のグローバル化を考慮したエアロゾル排出源と影響の評

価」 

研究者数４、研究組織／研究代表者：東野 達、京都大学・エネルギー科学研究科・教授、エア

ロゾル学、大気環境工学、東アジアの環境負荷影響度インベントリの構築と全体の総括；研究分

担者１：谷 晃、静岡県立大学・環境科学研究所・准教授、植物大気環境学、BVOC 放出速度

計測とインベントリの構築；研究分担者２：山本浩平、京都大学・エネルギー科学研究科・助

教、大気環境学、化学輸送モデルに基づく前駆体とエアロゾルの影響ポテンシャル評価；研究分

担者３：南齋規介、国立環境研究所・循環型社会・廃棄物研究センター・研究員、環境工学、排

出源の社会経済的構造分析法の開発と評価  

社会経済活動がグローバル化した現代では、粒子や前駆体の発生源からの直接環境負荷はもと

より、国際的交流による負荷の移動や漏れに伴う間接負荷に留意した発生源（経済部門）の評価

が重要である。本研究では東アジアの各発生源による自国内及び越境汚染に起因する健康・植物

影響などを化学輸送モデルで評価し、環境拡張型国際産業連関表に影響ポテンシャルとして導入

することで、各国の排出構造と相互依存性に加え、越境汚染とその影響に対し、経済活動、消費

が誘発する効果を定量的に明らかにする。化学輸送モデルによる評価では発生源インベントリの

精度が重要であり、人為起源 PM インベントリには計画研究３の成果を反映させるが、オゾン

や有機二次粒子前駆体として重要な植物起源VOCフラックスの東アジアにおけるデータは極め

て尐なく、個葉や森林での計測を実施し、インベントリマップを構築する。为な研究課題は①粒

子及び植物起源VOCを含む前駆物質の排出・影響度インベントリの構築②東アジア域における

二次粒子生成能の分析と環境リスク（人間，植生）評価③国際的ネットワーク下における粒子（１

次、２次）の社会経済的排出構造の解明、であり、排出量インベントリに加えて対象物質・イン

パクト項目の影響度を考慮したインベントリの構築を試みること、工学的手法による人為発生源

からの部門別排出量推定を基に地域汚染、越境汚染、に関わる化学・農学・工学的成果等を総合

した自然科学的影響度評価を行い、これを発生源の社会経済的構造分析に融合させる。 
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（２）各計画研究（総括班を除く）の研究組織及び研究内容の概要 
 

A02-P05（計画研究５）「ライダーおよび地上モニタリングネットワークによるエアロゾル動態

解明」 

研究者数６、研究組織／研究代表者：杉本伸夫、独立行政法人国立環境研究所・大気圏環境研究

領域・室長、大気環境科学、ライダー観測、データ解析、研究とりまとめ；研究分担者１：西澤

智明、独立行政法人国立環境研究所・大気圏環境研究領域・NIES 特別研究員、大気遠隔計測・

気象学、ライダー観測とデータ解析；研究分担者２：高橋 宙、気象庁気象研究所・環境・応用

気象研究部・研究官、気象学、山岳観測とモニタリングデータ解析；連携研究者１：清水 厚、

独立行政法人国立環境研究所・アジア自然共生研究グループ・为任研究員、大気物理学、ライダ

ーデータ解析；連携研究者２：松井一郎、独立行政法人国立環境研究所・大気圏環境研究領域・

为任研究員、光遠隔計測工学、ライダー観測；連携研究者３：気象庁気象研究所・地球科学研究

部・研究官、地球化学、山岳観測 

エアロゾル粒子の植物影響、健康影響の基礎データとなる、東アジア地域のエアロゾル濃度分

布を把握することを目的として、ライダーネットワーク（LN）および地上モニタリング装置に

よる観測を行い、大気汚染観測 LN データ、高分解能地域化学輸送モデルを用いた解析を行う。

LN はこれまで、特定領域研究 AIE や環境省地球環境研究総合推進費研究課題などで整備され、

現在、東アジアの 19 地点で継続的に観測されている。上記特定領域研究では、黄砂および大気

汚染性粒子の高度分布の時間変化が化学輸送モデル CFORS で概ね再現されることを検証し、東

アジアにおける黄砂、硫酸塩などの大気汚染性粒子、東南アジアを中心とするバイオマス燃焼起

源の炭素性粒子の輸送の概要を示した。また、偏光解消度とラマン散乱を用いて、大気汚染性の

水溶性粒子、煤、黄砂、海塩の濃度を分離して推定する手法を開発した。本研究では、観測デー

タと化学輸送モデルを用いて粒子の分布と動態を把握し、地域毎の粒子濃度の気候値と粒子種の

特徴、イベント毎の粒子濃度変化などを明らかにし、植物影響、健康影響研究と連携する。 

 

A02-P06（計画研究６）「健康影響が懸念される PM2.5粒子状物質のわが国風上域での動態把握」 

研究者数４、研究組織／研究代表者：兼保直樹、独立行政法人産業技術総合研究所・環境管理技

術研究部門・为任研究員、大気エアロゾル学、総括・PM2.5および炭素系粒子計測；研究分担者

１：佐藤圭、独立行政法人国立環境研究所・アジア自然共生研究グループ・为任研究員、大気化

学、PAH・重金属の計測；研究分担者２：松見 豊、名古屋大学・太陽地球環境研究所・教授、

大気化学、レーザー蒸発型質量分析計による個別粒子計測；連携研究者：高見昭憲、独立行政法

人国立環境研究所・アジア自然共生研究グループ・室長、大気化学、AMS 運用 

 東アジア起源のエアロゾル発生量は増大することが予想され、風下にあるわが国の大気中エア

ロゾル濃度を底上げする可能性がある。また、春季に盛んとなる輸送イベントでは、沖縄辺戸岬

や長崎県福江島などわが国の風上に位置する地点においては、PM2.5粒子状物質濃度が 100gm-3

を超える濃度が観測される場合があるなど、短期的な健康影響に対しても検討を開始すべき状況

である。本研究では、人体の健康に影響があると考えられる PM2.5粒子状物質や粒子状有機物（为

に PAH）、重金属類を対象として、東シナ海沿岸に位置する長崎県福江島、沖縄辺戸岬および九

州北部の都市域において地上観測を実施し、季節変動および日々変動といった濃度レベル、空間

分布、長距離輸送パターン、輸送中の変質過程等の知見を得ることを目的とする。本研究グルー

プでは辺戸岬および福江島における大気観測施設の使用実績、両施設における他の大気観測グル

ープとの共同観測体制などの準備が整っており、必要な観測機材についても、その多くは修理を

加える程度で稼働させることが可能である。これまでに受けた研究費では、環境省地球環境研究

総合推進費「アジア大陸からのエアロゾルとその前駆物質の輸送・変質プロセスの解明に関する

研究」(H17～19)において、中国本土の都市域、沖縄辺戸、小笠原父島といった汚染物質の輸送

経路に沿った観測網を設置し、中国本土の都市域でのエアロゾル濃度の季節変動、冬季～春季の

輸送イベントが時期の二次粒子の変換率の変遷について、特に硝酸系粒子に関する知見を得た。 
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（２）各計画研究（総括班を除く）の研究組織及び研究内容の概要 
 

A02-P07（計画研究７）「東アジアから輸送されるエアロゾル化学成分の航空機観測」 

研究者数４、研究組織／研究代表者：畠山史郎、東京農工大学・大学院共生科学技術研究院・教

授、大気化学、航空機観測；研究分担者１：渡邊泉、東京農工大学・大学院共生科学技術研究院・

准教授、環境毒性学、金属成分分析；研究分担者２：新垣雄光、琉球大学・理学部・准教授、環

境化学、イオン成分分析；連携研究者：張代洲、熊本県立大学・環境共生学部・准教授、大気環

境学、粒子形態分析  

東アジアは著しい経済発展とともに大気汚染物質の放出が顕著に増加している。ガス状の大気

汚染物質(オゾン、NOx、SO2, VOC など）、だけでなく、硫酸塩、硝酸塩、黄砂などの土壌由来

粒子、炭素質粒子など様々なタイプの粒子状汚染物質もまた直接的に大量放出されたり、上記し

た前駆物質から輸送途上で生成したりして、風下地域である我が国や、さらには太平洋を越えて

北米にまで輸送され、様々な影響を及ぼしているものと考えられる。本研究では、全体課題の为

目的である東アジアに由来するエアロゾルの健康や生態系への影響の解明のため、東アジアに由

来して、我が国に輸送されるエアロゾルの化学成分を網羅的に調べ、我が国にどのようなエアロ

ゾルがどのような気象条件のときにどのくらい飛来するのかを、アジア大陸と我が国の間の海洋

（東シナ海、日本海）上空で捉え、分析し基礎データとして研究項目 A03、A04 に提供しよう

とするものであり、日本に輸送されるエアロゾルの化学成分を徹底的に分析することを目的とす

る。観測対象としては、エアロゾル中の硫酸塩、硝酸塩、アンモニウム塩、カルシウム塩などの

イオン成分、Al,Fe, K, Na, Ca などの金属成分、炭素成分、などのバルク試料採取－化学分析と、

個別粒子の電子顕微鏡による分析、さらにはガス状汚染質や粒子体積・個数濃度などである。 

 また、ガス状汚染質からの粒子生成のプロセスにも着目し、A02-P01 および A02-P02 班によ

る地上観測とも連携して、輸送途上の化学プロセスの解析も行う。 

 

A03-P08（計画研究８）「エアロゾルの樹木への吸収・吸着機構の解明」 

研究者数３、研究組織／研究代表者：船田  良、東京農工大学・大学院共生科学技術研究院・教

授、樹木細胞生物学、研究計画と総括およびエアロゾルの可視化・細胞形態の解析；研究分担者

１：佐野雄三、北海道大学・大学院農学研究院・助教、木材機能解剖学、エアロゾルの局在解析・

水分の可視化・組織構造の解析；研究分担者２： 黒田克史、独立行政法人森林総合研究所・木

材特性研究領域・为任研究員、樹木生理学、エアロゾルの局在解析・細胞内微細構造の解析 

 まず葉表面のエアロゾルの可視化法を確立する。樹木に硝酸塩、硫酸塩、ブラックカーボンな

どのエアロゾルを直接曝露し、葉表面におけるエアロゾルのサイズや存在状態を高分解能走査電

子顕微鏡、共焦点レーザ走査顕微鏡などの各種顕微鏡と画像解析装置を駆使して、細胞レベルか

ら組織レベルまで解析する。硫酸塩の可視化は、エネルギー分散 X 線分析装置を装着した走査

電子顕微鏡（SEM-EDXA）法で行い、硝酸塩の可視化は顕微フーリエ変換赤外分光光度計（顕

微 FT-IR）法で行う。SEM-EDXA 法や顕微 FT-IR 法によって、硝酸塩および硫酸塩を曝露した

葉表面をマッピングして画像を構築し、エアロゾルの吸着状態を明らかにする。一方、これらの

方法では解析が困難なブラックカーボンは、高分解能走査電子顕微鏡を用いて解析し、その粒子

のサイズ分布からブラックカーボンの解析を行う。さらに、ブラックカーボンに、蛍光物質や金

粒子を結合させた標識化合物を作成し、SEM-EDXA 法によるマッピングにより、ブラックカー

ボンの葉表面における局在を可視化する方法を確立する。 

 次に、確立した方法を用いて、エアロゾルの植物体表面への吸着量とその樹種間差異やクロー

ン間差異を評価し、吸着量を決定する要因を明らかにする。また、樹木葉内細胞におけるエアロ

ゾルの存在状態をマッピングし、葉内への吸収パターンやエアロゾルの移動形態を解析する。エ

アロゾルの気孔から葉内への吸収量とその樹種間やクローン間差異を評価し、吸収量を決定する

要因も明らかにする。最終的に、葉の組織構造とエアロゾルの吸収・吸着量の違いとの関連性も

解析し、樹木の生理学的特性へのエアロゾルの作用機構を組織構造学的にモデル化する。 
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（２）各計画研究（総括班を除く）の研究組織及び研究内容の概要 
 

A03-P09（計画研究９）「樹木に対するエアロゾルの影響とその樹種間差異の解明」 

研究者数５、研究組織／研究代表者: 伊豆田猛、東京農工大学・大学院共生科学技術研究院・教

授、環境植物学、研究総括及び樹木影響評価；研究分担者１：石田 厚、独立行政法人森林総合

研究所・植物生態研究領域・室長、樹木生理生態学、樹木の水分状態の評価；研究分担者２：矢

崎健一、独立行政法人森林総合研究所・植物生態研究領域・为任研究員、樹木のガス交換速度の

測定；研究分担者３：野口享太郎、独立行政法人森林総合研究所・立地環境研究領域・为任研究

員、森林生態学、樹木の栄養状態の評価；研究分担者４：Wuled Lenggoro、東京農工大学・大

学院共生科学技術研究院・特任准教授、微粒子工学、エアロゾルチャンバーの製作  

まず、樹木用のエアロゾル曝露チャンバーを設計し、作製する。エアロゾル曝露チャンバーは、

正方形で、骨組をステンレスアングルで組み、側面素材はポリカーボネートである。吸気フィル

タボックスと粒子供給装置を通った空気がチャンバー内に導入される。チャンバーから出る空気

は、吸気フィルタボックスを通り、排気装置によって野外に排出される。東アジアの森林を構成

している樹木の苗木をエアロゾル曝露チャンバー内で育成し、その成長、光合成などの生理機能、

光合成酵素の濃度や活性、水分状態および栄養状態などを測定し、正常に育成できるかをチェッ

クする。さらに、このエアロゾル曝露チャンバーを用いて、東アジアの代表的な森林樹種の苗木

にエアロゾル(硝酸エアロゾル、硫酸エアロゾル、ブラックカーボン)を曝露する。エアロゾルを

曝露した樹木の乾物成長、葉面積成長、葉のガス交換速度(純光合成速度・蒸散速度)、为要な光

合成酵素である RuBP カルボキシラーゼ/オキシゲナーゼ(Rubisco)の濃度や活性、植物体の水ポ

テンシャルおよび元素濃度を測定する。これらの測定結果に基づき、樹木に対するエアロゾルの

影響とその樹種間差異を明らかにする。 

 

A03-P10（計画研究 10）「森林生態系におけるエアロゾルの沈着量と動態の評価手法の開発」 

研究者数４、研究組織／研究代表者：原 宏、東京農工大学・農学部・教授、大気環境化学、エ

アロゾルの観測及び研究総括；研究分担者１：高栁正夫、東京農工大学・大学院共生科学技術研

究院・教授、物理化学・分析化学、二酸化炭素の観測；研究分担者２：木村園子ドロテア、東京

農工大学・大学院共生科学技術研究院・特任准教授、土壌学、気象要素の観測；研究分担者３：

大河内博、早稲田大学・理工学術院・教授、環境化学、有機エアロゾルの測定 

 森林生態系におけるエアロゾルの沈着量と動態を正確に評価する手法は開発されていない。そ

こで、本研究では、東京都八王子市にある東京農工大学の実験林においてエアロゾルの乾性沈着

フラックスを測定し、森林に対する乾性沈着量を正確に見積もる。特に、エアロゾル沈着速度の

湿度依存性や葉面積指数などの鍵となるパラメータの開発や改良を行い、森林生態系におけるエ

アロゾルの沈着量と動態の評価手法を開発する。具体的には、東京農工大の実験林に樹冠高度の

３倍以上の高さの観測鉄塔を設置し、気象要素と無機および有機のエアロゾルの濃度鉛直プロフ

ィールを経常的に測定する。さらにアンダーセンサンプラーでエアロゾルの粒度分布を経常的に

把握する。林内雤・林外雤法に加え、樹木の葉を捕集し表面のエアロゾルを洗い出す方法、気象

要素から沈着速度を評価し、観測される大気濃度を乗じてフラックスを評価するインフェレンシ

ャル法、非降水時に大気に解放される捕集容器などを用いた代理表面法など種々の方法でフラッ

クスの観測を行う。林内雤・林外雤法でエアロゾルの沈着フラックスの実測を実施する。さらに、

林外と林内の大気中の有機エアロゾル濃度の差から、森林樹冠による捕捉量と森林樹冠への乾性

沈着量を見積もる。植物の生理状態の指標となるガスの放出、沈着の測定を行なう。上記の成果

を総合的に検討し、森林に対する乾性沈着手法のプロトタイプを作成し、実験林でのフラックス

測定に応用するとともに、タイなどでの観測で試用して評価する。 
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領域計画書－７－（６） 

 

（２）各計画研究（総括班を除く）の研究組織及び研究内容の概要 
 

A03-P11（計画研究 11）「東アジアの森林生態系におけるエアロゾルの沈着量と動態の評価」 

研究者数６、研究組織／研究代表者：松田和秀、明星大学・理工学部・准教授、大気環境学、研

究総括と森林帯エアロゾル沈着；研究分担者１：佐瀬裕之、財団法人日本環境衛生センター・酸

性雤研究センター・上席研究員、生物地球化学・環境植物学・土壌環境学、熱帯林生態影響；研

究分担者２：村尾直人、北海道大学・大学院工学研究科・准教授、大気保全工学、熱帯林エアロ

ゾルキャラクタリゼーション；研究分担者３：林 健太郎、独立行政法人農業環境技術研究所・

物質循環研究領域・为任研究員、大気科学・土壌科学、温帯林エアロゾル沈着；研究分担者４：

野口 泉、北海道環境科学研究センター・環境科学部・環境科学科長、大気化学・降水化学、寒

帯林エアロゾル沈着；連携研究者：高橋 章、財団法人電力中央研究所・環境科学研究所・上席

研究員、大気環境科学、温帯林微気象観測 

東アジアにおいてエアロゾルの森林への沈着を直接測定し評価した事例は極めて尐なく、特に

東南アジアの熱帯林においては皆無と言える。本研究では、タイにおける森林調査フィールドの

選定および鉄塔等の観測基盤の整備を行う。国内では、濃度勾配法によるエアロゾルフラックス

の直接測定法のテストを行う。その際、エアロゾルは、微小粒子と粗大粒子別に捕集し、どの程

度の濃度差まで検出できるかを評価する。同時に、粒子生成・消滅に寄与するガス成分(アンモ

ニア等)の同様のテストも行う。次に、当該測定システムを、タイの森林調査フィールドに設置

し、現地テストによる熱帯気候下での測定手法の最適化を行った後、長期的な観測を実施する。

さらに、当該森林におけるエアロゾルのキャラクタリゼーションのための連続濃度測定(元素状

炭素、有機系炭素成分、重金属成分濃度を含む)および沈着の状態を把握するための生態影響調

査（葉面付着成分分析、林内雤・樹幹流測定）を行う。東アジア広域の情報を得るために、他に、

温帯域と寒帯域においてエアロゾルフラックスの直接測定を実施する。温帯地域の森林として本

州中央部のフラックス観測フィールド、亜寒帯地域の森林として北海道のフラックス観測フィー

ルドにおいて、本研究で開発するエアロゾルのフラックス直接測定法による集中観測を行う。 

 

A04-P12（計画研究 12）「東アジア・東南アジアの大気汚染による健康影響の評価」 

研究者数２、研究組織／研究代表者：本田靖、筑波大学・大学院人間総合科学研究科・教授、疫

学方法論・環境疫学、研究統括・データ収集・解析；研究分担者：中井里史、横浜国立大学・大

学院環境情報研究院、教授、環境疫学・環境健康学、曝露情報整備・解析 

 東アジア・東南アジアにおける大気汚染の健康影響の疫学研究に関しては、わが国以外でも、

韓国、台湾、中国などから散発的に報告があるものの、考慮されている要因、用いられている統

計モデルなどがまちまちであり、国際的な地域比較が困難な状況にあった。また、地球温暖化の

影響評価において、温暖化によって起こるオゾンの増加のインパクトが評価されているが、そこ

で用いられている死亡リスクの推定値は、多くの研究が行われている米国の情報である。米国内

でも地域差があることが報告されており、やはりアジア、あるいは日本の研究によって影響を評

価し、その相違を明らかにすることが望まれる。ここ半年、WHO 为導による東アジア・東南ア

ジアでの研究協力体制の構築が実を結びつつあり、中国、韓国とは死因分類や用いる変数の種類

など、データの標準化、解析方法の統一などを行うことの合意が得られた。 

 本研究では、こうした研究協力体制の進展により、気象要因や累積的影響などといった考慮す

る要因の違いや解析モデルの違いなどの影響を除いた、アジア地域における大気汚染、特にエア

ロゾルによる健康影響の評価を行い、人種やその他の要因の関与を明らかにする。さらに、本研

究領域の A01, A02, あるいは A04-P15 の研究の結果として得られる東アジア・東南アジアでの

エアロゾルの化学組成などの情報も、影響評価に加える予定である。このような条件が整ったこ

とを受け、本研究では、将来の大気環境基準策定の基礎となるべき情報を得るため、単なる粒子

状物質ではなく、その粒径、化学組成で分類した汚染指標と死亡との関連を明らかにする。 
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領域計画書－７－（７） 

 

（２）各計画研究（総括班を除く）の研究組織及び研究内容の概要 
 

A04-P13（計画研究 13）「エアロゾルによる生体影響の評価」 

研究者数４、研究組織／研究代表者：高野裕久、独立行政法人国立環境研究所・環境健康研究領

域・領域長、環境医学、研究総括；連携研究者１：井上健一郎、独立行政法人国立環境研究所・

環境健康研究領域・室長、環境医学、動物関連実験；連携研究者２：柳澤利枝、独立行政法人国

立環境研究所・環境健康研究領域・研究員、環境毒性学、遺伝子関連実験；連携研究者３：小池

英子、独立行政法人国立環境研究所・環境健康研究領域・为任研究員、環境医学、タンパク関連

実験 

近年、東アジアの広域・越境大気汚染や黄砂の問題がクローズアップされ、国内の固定・移動発生

源を起源とするエアロゾルのみならす、広域・越境汚染に基づくエアロゾルによる健康影響を明らかに

する必要性が増している。研究代表者は、これまでに、黄砂やディーゼル排気微粒子の健康影響を実

験的に明らかにし、当該分野における世界の研究を先導してきた。一方、微小粒子・エアロゾルは、地

域により発生源も多種多様であり、形状、粒径、成分、等の相違や二次生成・変化が存在するため、そ

れらに起因する健康影響の変動や相違の存在が予想されるが、健康影響の相違やその決定要因は明

らかにされていない。ディーゼル排気微粒子、黄砂、微小粒子等のエアロゾルの健康影響は、疫学的

にも実験的にも、アレルギー疾患や呼吸器疾患を有する集団に発現しやすい。そのため、高感受性と

考えられるアレルギー疾患の内在メカニズムである免疫・アレルギー応答や呼吸器とエアロゾルの第一

の物理化学的接点である気道上皮にそれらが及ぼす健康影響を、まず明らかにする必要がある。 

本研究課題では、各地域で採取した発生源や移動、形状、粒径、成分、等が異なる微小粒子・エア

ロゾルやそれらに含まれる含有成分を複数の細胞培養系に曝露することにより、微小粒子・エアロゾル

の健康影響を、免疫応答と気道上皮への影響に注目し、実験的に評価する。地域、形状、粒径、成

分、等による健康影響の相違を検討するとともに、発生源、移動、形状、粒径、成分、等に関する解析

結果と健康影響の相関性を検討し、健康影響を規定する要因の絞り込みに資する。加えて、増悪メカニ

ズムを分子レベルで解析し、その結果をバイオマーカーの同定や予防対策の確立に役立てる。 



- 18 - 

 

領域計画書－７－（８） 

 

（２）各計画研究（総括班を除く）の研究組織及び研究内容の概要 
 

A04-P15（計画研究 15）「都市部での飛散スギ花粉と黄砂の修飾影響の評価」 

研究者数４、研究組織／研究代表者：王青躍、埻玉大学・大学院理工学研究科・准教授、生物環

境科学、研究総括と大気環境計測・黄砂・花粉修飾評価・曝露実験；連携研究者１：鈴木美穂、

埻玉大学・大学院理工学研究科・助教、分子生物学・生化学、アレルゲン抽出・計測・化学構造

解析；連携研究者２：三輪誠、埻玉県環境科学センター、連携准教授、花粉学・植物生理学、生

態評価・花粉計測；連携研究者３：中島大介、独立行政法人国立環境研究所・環境リスク研究セ

ンター・研究員、環境影響科学・リスク評価工学、変異原性計測・疫学調査 

 近年、大陸由来の黄砂粒子の飛来が早まり、スギ花粉飛散ピークと重なって度々観測されてい

る。しかし、黄砂などの越境大気汚染による健康影響に関しては、あまり研究例がない。スギ花

粉は人間の鼻腔や口までは侵入するものの、下気道への吸入は無いと考えられてきたが、本研究

代表者(王)のこれまでの研究で、スギ花粉のアレルゲン(Cry j 1と Cry j 2)含有微小粒子が 1.1µm

以下に存在して大気中に長時間浮遊していることを明らかにした。花粉飛散ピークやアレルゲン

含有粒子の高濃度出現と同時期に黄砂の飛来が観測されているため、都市部において、越境大気

汚染で修飾された黄砂が、スギ花粉と接触することで、スギ花粉も修飾され、アレルギーを増悪

させる可能性も考えられる。花粉飛散から人体の呼吸器官への吸収までの間の花粉自体の微小化

影響、微小アレルゲン含有粒子の高感度計測、黄砂粒子と汚染化学種の沈着や物理的・化学的修

飾・毒性増強、花粉症罹患への黄砂と汚染化学種の複合影響を評価する必要がある。 

 本研究では、都市部で排出される汚染化学種によるスギ花粉や黄砂の修飾に関する影響評価を

行い、その動態解析手法を開発し、花粉アレルゲンと黄砂・汚染化学種による花粉症罹患への複

合影響について工学的解析を为とした分野融合型研究で、影響指標を探索し、国内外における免

疫学的研究による生体影響評価手法の改善、環境汚染・花粉アレルゲン情報化システムの構築に

も貢献しようとしている。 
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                        領域計画書－８ 

 

（３）公募研究の役割 
本研究では、計画研究にあわせて、研究領域の拡大や充実を図り、またきわめて多様な研究分

野を統合して研究の推進を図ることに鑑み、分野間の有機的な連携を強めるためにも、以下に例

示したようなテーマを対象として、各研究項目あたり 2~4 件の個別な研究を公募する。研究の規

模は 200～300 万円程度を予定している。 

 本プロジェクト研究は社会的にも現在非常に注目を浴びている分野の研究であり、今後の発展

を考える上でも公募研究については特に若手の研究者育成を重視する。 

 

［研究項目 A01：エアロゾルの生成と排出源の評価］ 

ラジカルのリアルタイム高感度計測、東アジア諸国における移動発生源からのエアロゾル生成

と排出インベントリ、エアロゾル人為発生源の社会経済分析など 

［研究項目 A02：東アジアのエアロゾル・大気汚染物質の輸送と広域分布の解明］ 

 衛星観測によるエアロゾルの性状と空間分布測定、データ同化を含めたコンピュータシミュレ

ーションモデルによる解析、個別の場所におけるフィールド観測など 

［研究項目 A03：エアロゾルの植物影響の解明］ 

東アジア・東南アジアにおける植物の調査、リモートセンシングやモデルを用いた解析など 

［研究項目 A04：エアロゾルの健康影響の解明］ 

東アジア・東南アジアにおけるエアロゾル健康影響の疫学的調査、黄砂の健康影響（疫学的解

析）など 

 

 

 

（４）研究支援活動の必要性 
該当せず 
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                        領域計画書－９ 

３ 領域マネジメント 

（１）総括班の役割、研究組織及び活動内容 
 本研究領域は、4 つの研究項目からなり、研究は総括班の統制の下に推進される。総括班は領

域代表者を研究代表者とし、領域の事務を担当する原宏と 4 つの研究項目の代表を務める 4 名の

計画研究代表者を研究分担者として、この 4 名はそれぞれ各研究項目内の研究の有機的な連携を

はかり、領域全体の研究の企画調整を行う。それ以外の計画研究代表者から A01 研究項目 3 名、

A02 研究項目 1 名、A03 研究項目 2 名、A04 研究項目 2 名を連携研究者として構成し、研究分

担者の役割を補佐する。総括班は、5 年間の長期的な研究期間の間、各研究課題全体の調和を重

視し、個々の課題の進捗状況のチェック、研究項目全体の総括、企画調整、報告会やシンポジウ

ムの開催などを通しての研究成果の公開などを行い、プロジェクトの推進を図ることをその役割

とする。具体的には、総括班会合を研究開始 2 年目からは年 4 回開いて研究項目代表間で研究の

進め方に関する検討を行い、さらに年 1 回の研究成果中間報告会及び同じく年 1 回の全体会合を

開いて研究者間の情報交換を密にする。またその際に進捗状況に基づいて、各計画研究の進め方

について提案、指導を行う。 

総括班の構成は以下の通りである。 

研究代表者：畠山史郎、大気化学、領域全体の統括、企画調整 

研究分担者１：原宏、大気環境化学、領域の事務；研究分担者２：東野達、エアロゾル学・大気

環境工学、研究項目 A01 の研究調整、研究分担者３：杉本伸夫、大気環境科学、研究項目 A02

の研究調整、研究分担者４：伊豆田猛、環境植物学、研究項目 A03 の研究調整、研究分担者５：

本田靖、環境疫学、研究項目 A04 の研究調整 

連携研究者１：奥山喜久夫、微粒子工学、エアロゾル科学、研究項目 A01 の研究調整補佐、連携

研究者２：神谷秀博、粉体工学、研究項目 A01 の研究調整補佐、連携研究者３：廣川淳、大気化

学、研究項目 A01 の研究調整補佐、連携研究者４：兼保直樹、大気エアロゾル学、研究項目 A02

の研究調整補佐、連携研究者５：船田良、樹木細胞生物学、研究項目 A03 の研究調整補佐、連携

研究者６：松田和秀、大気環境学、研究項目 A03 の研究調整補佐、連携研究者７：高野裕久、環

境医学、研究項目 A04 の研究調整補佐、連携研究者８：王青躍、生物環境科学、研究項目 A04

の研究調整補佐 

本研究領域は極めて学際的で、分野横断的な研究の総合を目指すものであるため、各分野の研

究を有機的に連携させるためには総括班の果たすべき役割は非常に大きい。特に本領域は社会的

にも極めて重要な問題を包含することから、公募研究への申請も多いことが予想される。これら

も含めた研究の調整と、評価を意識した進捗状況のチェックを行い、研究効率を高めることが重

要である。 

研究項目A04
エアロゾルの健康影響

の解明

研究項目A03
エアロゾルの植物影響

の解明

研究項目A01
エアロゾルの生成と排出源

の評価

研究項目A02
東アジアのエアロゾル・大
気汚染物質の輸送と広域

分布の解明

総括班
企画・広報・
評価

公募研究

公募研究

公募研究

公募研究

調整、検討、

データ提供

 
総括班の役割と研究項目間の連携の概念図 
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（２）領域代表者の領域推進にあたってのビジョン及びマネジメント実績 
①組織運営の構想 本研究領域は、以下のような研究グループが有機的に連携して研究を進め

る。为に理工学的研究を行うグループとして、(1)エアロゾル工学、大気化学など空気中の微粒子

の生成・変質・消滅のプロセスを室内実験で研究するグループ。(2)実大気中、特に東アジア地域

に由来する広域越境大気汚染によるエアロゾルのフィールド観測を行うグループがある。また生

物系の研究を行うグループとして、(3)エアロゾルの植物に対する影響を曝露実験や植物生理など

からエアロゾルの植物影響を研究するグループは、国内外における植物へのエアロゾルの沈着に

関する研究を行うグループと連携して研究する。さらにエアロゾルの健康影響を扱うグループは

(4)疫学的な調査から健康影響を調べるグループと(5)エアロゾルの生体影響を実験面から研究す

るグループとがある。このように極めて多彩な研究分野の研究者からなるプロジェクトを円滑に

進めるには、各研究分野の研究者の間の相互理解と意思疎通が最も重要である。そのため、（１）

に示したような年 4 回の総括班会合と年 1 回の研究成果中間報告会及び同じく年 1 回の全体会合

を開いて研究者間の情報交換を密にする。また、ホームページの開設や、ニュースの発行、国内・

国際シンポジウムなどを通じて、やはり研究者間の情報交換と連携の強化および研究成果の社会

への発信、還元に努める。 

②過去の研究プロジェクトのマネジメント実績 本領域代表者は、環境省地球環境研究総合推進費に

おいて、以下の研究課題代表者を務めた。 

(1)2000-2002 環境省地球環境研究総合推進費 C-3「東アジアにおける民生用燃料からの酸性雤

原因物質排出対策技術の開発と様々な環境への影響評価とその手法に関する研究」 

(2)2002-2004 環境省地球環境研究総合推進費 B-8「有機エアロゾルの地域規模・地球規模の気

候影響に関する研究」  

(3)2005-2007 環境省地球環境研究総合推進費 C-051「アジア大陸からのエアロゾルとその前駆

物質の輸送・変質プロセスの解明に関する研究」  

 特に(1)では本来の大気化学の分野ではなく、燃料改善の技術や疫学、室内汚染の健康影響など

の研究者らによる研究プロジェクトの代表として研究をまとめ、成果の中間評価において高い評

価を受けて研究期間を 2 年間延長できた。異分野の研究者の活力をうまく引き出すことに成功し

た成果であると考えている。(2)、(3)においても、課題代表として、国内及び中国における地上

観測や国内航空機観測を行い、大学や地方の環境研究所の研究者を統率して成果を挙げた。 

また、科学研究費補助金特定領域研究では以下の研究課題において研究項目の代表を務め、中

国の研究者との共同で、外国の研究者との共同では中国では初めてとなる航空機観測を成功さ

せ、A01 研究項目の研究成果をまとめ、また総括班メンバーとして領域の研究の推進に貢献した。 

2002-2005 文部科学省科学研究費補助金特定領域研究 A「東アジアにおけるエアロゾルの大気

環境インパクト」 A01 研究項目代表 （課題代表：笠原三紀夫 京都大学教授） 

③学会活動の実績 学会活動では、平成 18 年より日本エアロゾル学会の会長として学会の運営

に関わり、財政基盤の安定化や会員サービスの充実に努めた。日本エアロゾル学会は粉体工学関

連の研究者と大気エアロゾル関連の研究者の集合体であり、両者の意思疎通、情報交換は常に重

要な課題となっている。幸い会員の協力もあり、研究論文の web での公開（JSTAGE）や、会則

の改正や英文による会則の公開、学会为催のエアロゾルシンポジウムの定常化などを達成した。 

④共同利用施設の運営 前職の国立環境研究所在任時代には、沖縄県の本島北端の辺戸岬に観測

ステーションを設置した。従来一つの研究者が開設するステーションでは、同じ研究所内で閉じ

た観測を行うことが普通であり、外部の研究者に施設が公開されることは尐なかった。多くの研

究者の利用により、一つの研究所の研究者ではカバーできない様々な種類のデータを得ることの

重要性を考えて、この施設は外部の研究者にもオープンなものにすることにし、大学や他の研究

機関の研究者にも積極的にこの観測ステーションを利用することを奨励した。外部の研究者の参

加を円滑にするため、運営委員会を所内に設置し、設置希望測定機器類の実施可能性の評価や認

可にあたらせた。このため、同ステーションは国連環境計画の ABC プロジェクトのメジャーサ

イトとして登録され、世界的にも認知された観測ステーションとなっている。 
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４ 研究経費 

（１）研究期間との関連性を含めた研究経費の必要性 
 計画研究において必要な研究経費は（２）に示すが、設備備品費については現有の設備を最大

限に利用することを前提にしており、研究項目 A02 の観測では、平成 13～17 年度に遂行された

特定領域研究「東アジアにおけるエアロゾルの大気環境インパクト」などの研究で東アジアに展

開されたライダーネットワークや、数多くの測定機器類を備える沖縄辺戸岬大気・エアロゾル観

測ステーションなどを活用して研究を進めるため、本研究を推進する上で真に有効なもののみを

申請することにした。 

 特に本研究では、東アジアから輸送されるエアロゾルの植物や健康への影響を明らかにするこ

とが最重要課題であるので、平成 20～24 年度の 5 年間の研究期間のうち、前半の 22 年度までに

重要な観測を行って、そのデータを植物および健康の研究班に提供することを眼目として、予算

を集中的に投下し、成果をあげるため、設備備品の購入は実験室系の研究に関わるいくつかの例

外を除いて、平成 20，21 年度に集中して行うこととした。これまでの研究プロジェクトなどで

整備された研究資産を有効に活用し、さらにそれを発展的に推進するための設備投資にあたり、

これを進めることは研究の推進に必要不可欠である。 

 計画研究７（A02-P07）では、平成 21，22，23 年度に「その他」で大きな予算が計上されて

いるが、これは航空機観測のための飛行機のチャーター料をここに計上しているためである。こ

の航空機観測は本研究領域の目的達成に必要不可欠のものである。 

 また、消耗品については、エネルギー削減、環境保全を念頭にできる限り再使用・リサイクル

することを前提に必要なもののみを購入することとした。 

 なお、平成 21，22 年度には研究中間発表会、平成 23 年度には国内シンポジウム、最終年度の

平成 24 年度には国際シンポジウムを開催し、研究成果の報告、広報に努めるとともに、各計画

研究の進捗状況を把握する。これらの報告会は総括班を中心に行うことを予定している。 

 本研究領域では国内外における野外研究調査を为要な研究テーマに掲げている計画研究が多

い。研究項目 A02、A03 および A04（A02-P05、A02-P06、A02-P07,A03-P10、A03-P11、A04-P12）

ではこれら野外観測が必須な研究課題であり、このための旅費を多く計上している。 
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５ 为要研究業績 

  

（１）領域代表者 
畠山史郎（東京農工大学・大学院共生科学技術研究院・教授） 

1) Y. Takiguchi, , S. Hatakeyama, 他（全10名, 10番目）, Transport and transformation of total 

reactive nitrogen over the East China Sea, J. Geophys. Res., doi:10.1029/2007JD009462, 査

読有, (2008) in press. 

2) 佐藤圭，田中友里愛，李紅，小川志保、畠山史郎、沖縄辺戸岬における有機エア

ロゾルの組成と季節変化：2005～2006年に観測された多環芳香族炭化水素, 地球

化学, 査読有, 41, 145-153 (2007). 

3) A. Takami*, S. Hatakeyama, 他（全7名, 7番目）, Transport of anthropogenic aerosols from 

Asia and subsequent chemical transformation, J. Geophys. Res., 査読有, 112, D22S31, 

doi:10.1029/2006JD008120 (2007). 

4) A. Takami*, W. Wang, D. Tang, and S. Hatakeyama, Measurements of gas and aerosol for 

two weeks in northern China during the winter-spring period of 2000, 2001, and 2002, Atmos. 

Res., 査読有, 82, 688-697 (2006). 

5) W. Wang*, S. Hatakeyama, 他（全9名、8番目）, Study on acidity and acidic buffering 

capacity of particulate matter over Chinese eastern coastal areas in spring, J. Geophys. Res., 

査読有, 111, D18207, doi:10.1029/2005JD006753 (2006). 

6) 畠山史郎*，高見昭憲，三好猛雄、王瑋,中国から東シナ海を経て沖縄まで輸送され

るエアロゾル中の为要イオンの関係, エアロゾル研究、査読有, 21, 147-152 (2006). 

7) 高見昭憲*，日暮明子，三好猛雄，下野彰夫，畠山史郎、東シナ海域日本海側の北

部と南部におけるエアロゾル化学組成の差異, エアロゾル研究、査読有, 20, 

352-354 (2005). 

8) S. Hatakeyama*, A. Takami, W. Wang, and D. Tang, Aerial observation of air pollutants and 

aerosols over Bo Hai, China, Atmos. Environ., 査読有, 39(32), 5893-5898, 

doi:10.1016/j.atmosenv.2005.06.025, (2005). 

9) A. Takami*, T. Miyoshi, A. Shimono, and S. Hatakeyama, Chemical Composition of Fine 

Aerosol Measured by AMS at Fukue Island, Japan During APEX Period, Atmos. Environ., 

査読有, 39, 4913-4924, doi:10.1016/j. atmosenv.2005.04.038, (2005). 

10) S. Hatakeyama*, 他（全7名、1番目）, Aerial measurement of air pollutants and aerosols 

during March 20–22, 2001, over the East China Sea, J. Geophys. Res., 査読有, 109, 

D13304, doi:10.1029/2003JD004271 (2004). 

 

（２）各計画研究の研究代表者及び研究分担者 
A01-P01 
研究代表者：奥山喜久夫（広島大学・工学研究科・教授） 

1) Lee, H. M., K. Okuyama, A. Mizohata, T. O. Kim. and H. Koyama: Fabrication of Reference Filter for 

Measurements of EC (Elemental Carbon) and OC (Organic Carbon) in Aerosol Particles, Aerosol Sci. Tech., 査

読有, 41(3), 284-294 (2007). 

2) I. W. Lenggoro, H. Widiyandari, C. J Hogan Jr, P. Biswas and K. Okuyama: Colloidal Nanoparticle Analysis by 

Nanoelectrospray Size Spectrometry with a Heated Flow, Anal. Chim. Acta, 査読有, 585, 193-201(2007). 

3) Song, D. K., H. M. Lee, H. Chang, S. S. Kim, M. Shimada and K. Okuyama: Performance Evaluation of Long 

Differential Mobility Analyzer (LDMA) in Measurements of Nanoparticles, J. Aerosol Sci., 査読有, 37(5), 

598-615 (2006). 

4) Kim, C. S., L. Bao, K. Okuyama, M. Shimada and H. Niinuma: Filtration Efficiency of a Fibrous Filter for 

Nanoparticles, J. Nanoparticle Res., 査読有, 8(2), 215-221 (2006). 

5) Song, D. K., H. Chang, S. S. Kim and K. Okuyama: Numerical Evaluation of the Transfer Function of a Low 

Pressure DMA by using the Langevin dynamic equation, Aerosol Sci. Tech., 査読有, 39 (8), 701-712 (2005). 

6) Song, D. K., I. W. Lenggoro, K. Okuyama, and S. S. Kim: Changes in the Shape and Mobility of Colloidal Gold 

Nanorods with Electrospray and Differential Mobility Analyzer Methods, Langmuir, 査読有, 21(23), 

10375-10382 (2005). 

7) Lee, H. M., C. S. Kim, M. Shimada and K. Okuyama: Effects of Mobility Change and Distribution of Bipolar 

Ions on Aerosol Nanoparticle Diffusion Charging, J. Chem. Eng. Jpn, 査読有, 38(7), 486-496 (2005). 

8) Nagato, K., C. S. Kim, M. Adachi, and K. Okuyama: An Experimental Study of Ion-induced Nucleation using a 

Drift Tube Ion Mobility Spectrometer/Mass Spectrometer and A Cluster Differential Mobility Analyzer/Faraday 

Cup Electrometer, J. Aerosol Sci., 査読有, 36(8) 1036-1049 (2005). 

9) Shimada, M., H. M. Lee, C. S. Kim, H. Koyama, T. Myojo and K. Okuyama: Development of an LDMA-FCE 

System for the Measurement of Submicron Aerosol Particles, J. Chem. Eng. Jpn., 査読有, 38(1), 34-44 (2005). 

10) Lee, H. M., C. S. Kim, M. Shimada, and K. Okuyama: Bipolar Diffusion Charging for Aerosol Nanoparticle 

Measurement Using a Soft X-ray Charger, J. Aerosol Sci., 査読有, 36(7), 813-829 (2005). 

研究分担者：藤本敏行（室蘭工業大学・工学部・准教授） 

1) 藤本敏行，松尾一哉，空閑良壽:ディスクリート-台形セクショナルモデルを用いたエアロゾルの動

力学のモデル化, エアロゾル研究, 査読有, 20, 44-53 (2005) 

2) Kwon, S.B., T. Fujimoto, Y. Kuga, H. Sakurai, and T. Seto: Characteristics of Aerosol Charge Distribution by 

Surface-discharge microplasma Aerosol Charger, Aerosol Sci. Technol., 査読有, 39, 987-1001 (2005). 

3) Fujimoto, T., Y. Kuga, S. E. Pratsinis, and K. Okuyama: Unipolar Ion Charging and Coagulation during 

Aerosol Formation by Chemical Reaction, Powder Tech., 査読有, 135-136, 321-335 (2003). 

4) Nakaso K., T. Fujimoto, T. Seto, M. Shimada, K. Okuyama, and M. Lunden: Size Distribution Change of 

Titania Nano-Particle Agglomerates Generated by Gas Phase Reaction. Agglomeration, and Sintering, Aerosol 

Sci. Tech., 査読有, 35, 929-947 (2001). 

5) Seol, K. S., Y. Tsutatani, T. Fujimoto, Y. Okada, K. Takeuchi, and H. Nagamoto: A new in situ measurement 

method for nanoparticles formed in an rf plasma-enhanced chemical vapor deposition reactor, J. Vac. Sci and 

Technol. B, 査読有, 19, 1998-2000 (2001). 

研究分担者：Ferry Iskandar（広島大学・工学研究科・助教） 

1) Yun, K. M., C. J. Hogan, Y. Matsubayashi, M. Kawabe, F. Iskandar, and K. Okuyama: Nanoparticle Filtration 

by Electrospun Polymer Fibers, Chem. Eng. Sci., 査読有, 62(17), 4751-4759, (2007). 

2) Widiyastuti, W., W.-N. Wang, I. W. Lenggoro, F. Iskandar and K. Okuyama: Simulation and Experiment of 

Spray Pyrolysis of Polydisperse Droplets, J. Mater. Res., 査読有, 22(7), 1888-1898, (2007). 

3) Iskandar, F., A. B. D. Nandiyanto, K. M. Yun, C. J. Hogan Jr., K. Okuyama, and P. Biswas: Enhanced 

Photocatalytic Performance of Brookite TiO2 Macroporous Particles Prepared by Spray Drying with Colloidal 

Templating, Adv. Mater., 査読有, 19 (10), 1408-1412 (2007). 

4) Lee, H. M., S. G. Kim, I. Matsui, T. Iwaki, F. Iskandar, I. W. Lenggoro, and K. Okuyama: Monolayer 

Deposition of L10 FePt Nanoparticles via Electrospray Route, J. Magn. Magn. Mater., 査読有, 313 (1), 62-68 

(2007). 

5) Gradon, L, S. Janeczko, M. Abdullah, F. Iskandar and K. Okuyama: Self-Organization Kinetics of Mesoporous 

Nanostructured Particles, AIChE J., 査読有, 50(10), 2583-2593(2004). 

A01-P02 
研究代表者：廣川 淳（北海道大学・地球環境科学研究院・准教授） 

1) H. Tanimoto, N. Aoki, S. Inomata, J. Hirokawa, and Y. Sadanaga: Development of a PTR-TOFMS instrument 

for real-time measurements of volatile organic compounds in air, Int. J. Mass Spectrom., 査読有, 263, 1 – 11 

(2007). 

2) K. Kita, Y. Morino, Y. Kondo, Y. Komazaki, N. Takegawa, Y. Miyazaki, J. Hirokawa, S. Tanaka, T. L. 

Thomspon, R. S. Gao, and D. W. Fahey: A chemical ionization mass spectrometer for ground-based 

measurements of nitric acid, J. Atmos. Oceanic Technol., 査読有, 23, 1104 – 1113 (2006). 
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4) 廣川淳、近藤豊：化学イオン化質量分析法による気体成分の測定－アンモニア、気象研究ノート、

査読有, 209, 41 – 59 (2005). 

5) S. Kato, Y. Kajii, R. Itokazu, J. Hirokawa, S. Koda, and Y. Kinjo: Transport of atmospheric carbon monoxide, 

ozone, and hydrocarbons from Chinese coast to Okinawa island in the Western Pacific during winter, Atmos. 

Environ., 査読有, 38, 2975 – 2981 (2004). 

6) S. Kato, P. Pochanart, J. Hirokawa, Y. Kajii, H. Akimoto, Y. Ozaki, K. Obi, T. Katsuno, D. G. Streets, and N. P. 

Minko: The influence of Siberian forest fires on carbon monoxide concentrations at Happo, Japan, Atmos. 

Environ., 査読有, 36, 385 – 390 (2002). 

7) Y. Sadanaga, J. Hirokawa, and H. Akimoto: Formation of molecular chlorine in dark condition: Heterogeneous 

reaction of ozone with sea salt in the presence of ferric ion, Geophys. Res. Lett., 査読有, 28, 4433 – 4436 

(2001). 

8) J. Matsumoto, J. Hirokawa, H. Akimoto, and Y. Kajii: Direct measurement of NO2 in the marine atmosphere by 

laser-induced fluorescence technique, Atmos. Environ., 査読有, 35, 2803 – 2814 (2001). 

9) Y. Kanaya, Y. Sadanaga, J. Hirokawa, Y. Kajii, and H. Akimoto: Development of a ground-based LIF 

instrument for measuring HOx radicals: Instrumentation and calibrations, J. Atmos. Chem., 査読有, 38, 73 – 

110 (2001). 

10) P. Pochanart, J. Kreasuwun, P. Sukasem, W. Geeratithadaniyom, M. S. Tabucanon, J. Hirokawa, Y. Kajii, and H. 

Akimoto: Tropical tropospheric ozone observed in Thailand, Atmos. Environ., 査読有, 35, 2657 – 2668 (2001). 

研究分担者：猪俣 敏（国立環境研究所・大気圏環境研究領域・主任研究員） 

1) S. Inomata, H. Tanimoto, and N. Aoki: Proton transfer reaction time-of-flight mass spectrometry at low drift tube 

field strength using an H2O-rare gas discharge-based ion source, J. Mass Spectrom. Soc. Jpn., 査読有, accepted.  

2) S. Inomata and H. Tanimoto: Differentiation of isomeric compounds by two-stage proton transfer reaction 

time-of-flight mass spectrometry, J. Am. Soc. Mass Spectrom., 査読有, 19, 325-331 (2008). 

3) Y. Nakashima, J.-H. Xing, S. Inomata, and T. Imamura: Rate coefficients for the reactions of cyclohexadienyl 

(c-C6H7) radicals with O2 and NO at room temperature, Chem. Phys. Lett., 査読有, 450, 248-252 (2008). 

4) S. Inomata, H. Tanimoto, S. Kameyama, U. Tsunogai, H. Irie, Y. Kanaya, and Z. Wang: Technical Note: 

Determination of formaldehyde mixing ratios in air with PTR-MS: laboratory experiments and field 

measurements, Atmos. Chem. Phys., 査読有, 8, 273-284 (2008). 

5) N. Aoki, S. Inomata, and H. Tanimoto: Detection of C1-C5 alkyl nitrates by proton transfer reaction 

time-of-flight mass spectrometry, Int. J. Mass Spectrom., 査読有, 263, 12-21 (2007). 

研究分担者：高橋けんし（京都大学・次世代開拓研究ユニット・助教） 

1) P. Zhang, V. Kharchenko, A. Dalgarno, Y. Matsumi, T. Nakayama, and K. Takahashi: Approach to thermal 

equilibrium in atomic collisions, Phys. Rev. Lett., 査読有, 100(10), 103001-1 – 103001-4 (2008). (DOI: 

10.1103/PhysRevLett.100.103001) 

2) E. Iwasaki, Y. Matsumi, K. Takahashi, T.J. Wallington, M.D. Hurley, J. J. Orlando, E.W. Kaiser, and J. G. Calvert: 

Atmospheric chemistry of cyclohexanone: UV spectrum and kinetics of reaction with chlorine atoms, , Int. J. 

Chem. Kinet., 査読有, 40(5), 223-229 (2008). (DOI: 10.1002/kin.20291) 

3) E. Iwasaki, T. Nakayama, Y. Matsumi, K. Takahashi, T.J. Wallington, M.D. Hurley and E.W. Kaiser:  Kinetics 

and mechanism of the reaction of chlorine atoms with n-pentanal, J. Phys. Chem. 査読有, A112(8), 1741-1746 

(2008). 

4) T. Nakayama, T. Ide, F. Taketani, M. Kawai, K. Takahashi, and Y. Matsumi: In-situ measurements of ambient 

N2O5, NO2, O3, and NO in a suburban area, Toyokawa, Japan, Atmos. Environ., 査読有, 42, 1995-2006 (2008). 

5) M. Narukawa, Y. Matsumi, J. Matsumoto, K. Takahashi, A. Yabushita, K. Sato, and T. Imamura: Single particle 

analysis of secondary organic aerosols formed from 1,4-cyclohexadiene ozonolysis using a laser-ionization 

single-particle aerosol mass spectrometer, Bull. Chem. Soc. Japan, 査読有, 81(1), 120-126 (2008). 

A01-P03 
研究代表者：神谷秀博（東京農工大学・共生科学技術研究院・教授） 

1) Kimitoshi Sato, Soichi. Kondo, Mayumi. Tsukada, Takamasa. Ishigaki and Hidehiro. Kamiya, Influence of 

Solid Fraction on the Optimum Molecular Weight of Polymer Dispersants in Aqueous TiO2 Nanoparticle 

Suspensions, J. Am. Ceramic Soc. 査読有, (in press)  

2) Hidehiro Kamiya, Kyohei Kawashima, Hajime Yamada and Mayumi Tsukada, Analysis of adhesion behavior 

of waste combustion ash at high temperatures and its control by the addition of coarse particles, Powder 

Technology, 査読有, 180, 259–264 (2008) 
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3) M. Tsukada, N. Nishikawa, A. Horikawa, and H. Kamiya, Emission potential of condensable suspended 

particulate matter from flue gas of solid waste combustion, Powder Technology, 査読有, 180, 140–144 (2008) 

4) M. Tsukada, A. Horikawa, K. Sugimoto, K. Abe, M. Wada, Y. Liu, and H. Kamiya, Emission behavior of 

condensable suspended particulate matter from a laboratory scale RDF fluidized bed combustor, J. Chem. 

Eng.Japan, 査読有, 40, 869-873 (2007)  

5) Toshiyuki Kani, Maki Tamonoki, Takahiro Suzuki, Mayumi Tsukada, Hidehiro Kamiya, Influence of 

surface-adhered nanoparticles and nanoporous structure on particle–particle interaction of silica, Powder 

Technology, 査読有, 176, 99-107 (2007) 

6) Toshiyuki Kani, Takahiro Suzuki, Mayumi Tsukada, Hidehiro Kamiya, Influence of surface-adhered 

nanoparticles and nanoporous structure on bulk flowability of silica, Powder Technology, 査読有, 176, 109-114 

(2007)  

M.Tanaka and H.Kamiya, Analysis of the grinding of toner sheets using Vickers hardness as an index of 

grindability, Powder Technology, 査読有, 164, 82-88 (2006) 

7) Asako Noguchi, Miho Kikuchi, Hidehiro Kamiya and Kazuyuki Maeda, Synthesis and microencapsulation of 

organo-silica particles, J. Mater. Chem., 査読有, 16, 2170 – 2174 (2006) 

8) T. Kakui, T. Miyauchi and H. Kamiya, ―Analysis of the action mechanism of polymer dispersant on dense 

ethanol alumina suspension using colloical probe AFM‖ J. European Cerm. Soc., 査読有, 25, 655-661 (2005) 

9) M. Tsukada, H. Yamada and H. Kamiya, Analysis of Ash Adhesion Behavior at High Temperature Condition --- 

Relation between Powder Bed Strength and Microscopic Behavior, Ceramic Transactions, 査読有, 146, 

335-342 (2005) 

研究分担者：和田匡司（石川工業高等専門学校・助教） 

1) Yuping Yao , Ning Mao , Mistuhiko Hata, Masashi Wada and Chikao Kanaoka, Comparison of filter Cleaning 

performance between VDI and JIS Testing Rigs for Cleanable Fabric Filter, Powder Technology, 査読有, 2008 

(in press)  

2) Yuping Yao, Ning Mao, Masashi Wada, Hidehiro Kamiya and Chikao Kanaoka, Simulation of the filtration 

process for a fabric filter，Ceramic Transaction, 査読有, 198, 309-315, 2006 
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工学会誌, 査読有, 42, 619-624, 2005 

A01-P04 
研究代表者：東野 達（京都大学・エネルギー科学研究科・教授） 

1) Okumura, M., Tani, A., Kominami, Y., Takanashi, S., Kosugi, Y., Miyama, T.  and Tohno, S.: Isoprene 

emission characteristics of Quercus serrata in a deciduous broad-leaved forest, Journal of Agriculture 

Meteorology, 査読有,  (in press) 

2) 笠原三紀夫，東野 達 監修：大気と微粒子の話 － エアロゾルと地球環境，京都大学学術出版会 

(2008) 

3) 笠原三紀夫，東野 達 編著：エアロゾルの大気環境影響，京都大学学術出版会 (2007) 
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10) Höller, R., Ito, K., Tohno, S. and Kasahara, M.: Wavelength-dependent aerosol single-scattering albedo: 
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研究分担者：谷 晃（静岡県立大学・環境科学研究所・准教授） 

1) Tani, A. and Kawawata, Y.: Isoprene emission from the major native Quercus spp. in Japan, Atmospheric 

Environment, 査読有, doi:10.1016/j.atmosenv.2008.01.059 (in press) 

2) Tani, A., Kato, S., Kajii, Y., Wilkinson, M., Owen, S. and Hewitt, N.: A proton transfer reaction mass 

spectrometry based system for determining plant uptake of volatile organic compounds, Atmospheric 
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3) 谷 晃，伏見 嘉津裕：温度と光強度がミツマタのイソプレン放出におよぼす影響，農業気象，査読
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研究分担者：山本浩平（京都大学・エネルギー科学研究科・助教） 
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2) 3D Structure of Asian Dust Transport revealed by CALIPSO and a 4DVAR Dust Model, *I. Uno, K. 

Yumimoto, A. Shimizu, Y. Hara, N. Sugimoto, Z. Wang, Z. Liu, and D. M. Winker, Geophys. Res. Lett., 査読

有, VOL. 35, L06803, doi:10.1029/2007GL032329, 2008. 
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direct radiative forcing in east Asia, *T. Nakajima, S-C. Yoon, V. Ramanathan, G-Y. Shi, T. Takemura, A. 
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Sawa, N-H. Lin, C-T. Lee, D. Goto, and N. Schutgens, J. Geophys. Res., 査読有, 112, D24S91, 

doi:10.1029/2007JD009009, 2007. 

4) Aerosol radiative characteristics at Gosan, Korea, during the Atmospheric Brown Cloud East Asian Regional 

Experiment 2005, *T. Takamura, N. Sugimoto, A. Shimizu, A. Uchiyama, A. Yamazaki, K. Aoki, T. Nakajima, 

B. J. Sohn, and H. Takenaka, J. Geophys. Res. 査読有, VOL. 112, D22S36, doi:10.1029/2007JD008506, 

2007. 

5) Numerical modeling of Asian dust emission and transport with adjoint inversion using LIDAR network 

observations,*K. Yumimoto, I. Uno, N. Sugimoto, A. Shimizu, Z. Liu, and D. M. Winker, Atmos. Chem. Phys. 

Discuss., 査読有, 7, 15955–15987, 2007. 

6) Influences of relative humidity and particle chemical composition on aerosol scattering properties during the 

2006 PRD campaign,*X. Liu, Y. Cheng, Y. Zhang, J. Jung, N. Sugimoto, S-Y. Chang, Y-J. Kim, S. Fan, L. Zeng, 

Atmospheric Environment, 査読有, doi:10.1016/j.atmosenv.2007.10.077, 2007. 

7) Adjoint Inverse Modeling of Dust Emission and Transport over East Asia, 2006GL028551R,*K. Yumimoto, I. 

Uno, N. Sugimoto, A. Shimizu and S. Satake, Geophys. Res. Lett. 査読有, VOL. 34, L08806, 

doi:10.1029/2006GL028551, 2007. 

8) Long-range transport of Asian dust and air pollutants to Taiwan: observed evidence and model simulation,*C.-Y. 

Lin, Z. Wang, W.-N. Chen, S.-Y. Chang, C. C. K. Chou, N. Sugimoto, and X. Zhao, Atmos. Chem. Phys., 査読

有,  7, 423−434, 2007. 

9) Vertical cloud structure observed from shipborne radar and lidar: Midlatitude case study during the MR01/K02 

cruise of the research vessel Mirai,*Okamoto, H., T. Nishizawa, T. Takemura, H. Kumagai, H. Kuroiwa, N. 

Sugimoto, I. Matsui, A. Shimizu, A. Kamei, S. Emori, and T. Nakajima, Journal of the Geophysical Research, 

査読有, 112, D08216, doi:10.1029/2006JD007628, 2007. 

10) Characteristics of Dust Aerosols Inferred from Lidar Depolarization Measurements at Two Wavelengths, *N. 

Sugimoto and C-H. Lee, Applied Optics, 査読有, Vol. 45, No. 28, 7468-7474, 2006. 

研究分担者：西澤智明（独立行政法人国立環境研究所・大気圏環境研究領域・特別研究員） 

1) Retrieval of aerosol single-scattering properties from diffuse and direct irradiances: Numerical studies,*Kudo, R., 

A. Uchiyama, A. Yamazaki, E. Kobayashi, and T. Nishizawa, accepted for publication in Journal of the 

Geophysical Research, 査読有, 2008.  

2) Vertical cloud structure observed from shipborne radar and lidar: Midlatitude case study during the MR01/K02 

cruise of the research vessel Mirai,*Okamoto, H., T. Nishizawa, T. Takemura, H. Kumagai, H. Kuroiwa, N. 

Sugimoto, I. Matsui, A. Shimizu, A. Kamei, S. Emori, and T. Nakajima, Journal of the Geophysical Research, 

査読有, 112, D08216, doi:10.1029/2006JD007628, 2007.  

3) An algorithm that retrieves aerosol properties from dual-wavelength polarized lidar measurements,*Nishizawa, 

T., H. Okamoto, N. Sugimoto, I. Matsui, A. Shimizu, and K. Aoki, Journal of the Geophysical Research, 112, 

D06212, doi:1029/2006JD007435, 2007. 

4) Seasonal variation of aerosol direct radiative-forcing and optical properties estimated from ground-based solar 

radiation measurements, *Nishizawa, T., S. Asano, A, Uchiyama, and A. Yamazaki, Journal of the Atmospheric 

Science, 査読有, 61, 57-72, 2004. 

研究分担者：高橋 宙（気象研究所・環境応用気象研究部・研究官） 

1) Chemical and optical properties of 2003 Siberian forest fire smoke observed at the summit of Mt. Fuji, Japan, 

*Kaneyasu, N., Y. Igarashi, Y. Sawa, H. Takahashi, H. Takada, H. Kumata, and R. Holler, J. Geophys.Res. , 査

読有, 112, D13214, doi:10.1029/2007JD008544 (2007). 

2) Study of the Sensitivity of Optical Properties of Mineral Dust to the Direct Aerosol Radiative Perturbation Using 

a Global Aerosol Transport Model,*T. Tanaka, T. Aoki, H. Takahashi, K. Shibata, A. Uchiyama and M. Mikami, 

SOLA, 査読有,  3, (2007), 33-36. 

3) Seasonal variations in SO2 plume transport over Japan: Observations at the summit of Mt. Fuji from winter to 

summer,*Yasuhito Igarashi, Y. Sawa, K. Yoshioka, H. Takahashi, (他２名), Atmos. Environ., 査読有, 40, 

(2006), 7018-7033. 

A02-P06 
研究代表者：兼保直樹（独立行政法人産業技術総合研究所・環境管理技術研究部門・主任研究員） 

1) 兼保直樹, 五十嵐康人, 初夏期の富士山頂において観測されたエアロゾルの光吸収特性, エアロゾ

ル研究, 査読有,  22, 318-321 (2007).  

2) Takami, A., T. Miyoshi, A. Shimono, N. Kaneyasu, S. Kato, Y. Kajii and S. Hatakeyama: Transport of 

anthropogenic aerosols from Asia and subsequent chemical transformation, J. Geophys. Res., 査読有,  

doi:10.1029/2006JD008120 (accepted in April 2007). 

3) Kaneyasu, N., Y. Igarashi, Y. Sawa, H. Takahashi, H. Takada, H. Kumata, and R. Holler: Chemical and optical 

properties of 2003 Siberian forest fire smoke observed at the summit of Mt. Fuji, Japan, J. Geophys. Res., 査読

有, 112, D13214, doi:10.1029/2007JD008544 (2007) 

4) 兼保直樹，他（執筆分担）,エアロゾルの大気環境影響, 第8.2章「エアロゾルの光学・化学特性」, 

361pp., 京都大学学術出版会(2007) 
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5) Lee, J. Y., Y. P. Kim, C.-H. Kang, Y. S. Ghim, and N. Kaneyasu, Temporal trend and long-range transport of 

particulate polycyclic aromatic hydrocarbons at Gosan in northeast Asia between 2001 and 2004, J. Geophys. 

Res., 査読有, 111, (D11303), doi:10.1029/2005JD006537 (2006) 

6) 兼保直樹, 鈴木基雄, 杉本伸夫, 松井一郎, 清水厚, 梅雤期の広域的な SPM 高濃度出現をもたらす

気象的要因 －1997年7月の事例解析－, エアロゾル研究, 査読有, 20, 313-322 (2005) 

7) Kaneyasu, N, and H. Takada, Seasonal variations of sulfate, carbonaceous species (black carbon and PAHs), and 

trace metals in fine atmospheric aerosols collected at subtropical islands in the East China Sea, J. Geophys. Res., 

査読有, 109 (D06211), doi:10.1029/2003JD004137 (2004)  

8) 兼保直樹，他(執筆分担）, 環境工学公式・モデル, 数値集, 第2編 第1.4節「 大気汚染モニタリン

グ」, 土木学会, 727pp., 丸善 (2004) 

9) 兼保直樹, 他(執筆分担), 化学便覧・応用化学編 第6版,  第7章 第5.1節 大気の環境分析とモニ

タリング, 1,744pp., 丸善, 2003 (査読有). 

研究分担者：佐藤圭（国立環境研究所・アジア自然共生研究グループ・主任研究員) 

1) Narukawa, M.; Matsumi, Y.; Matsumoto, J.; Takahashi, K.; Yabushita, A.; Sato, K.; Imamura, T.; Single Particle 

Analysis of Secondary Organic Aerosols Formed from 1,4-Cyclohexadiene Ozonolysis Using a 

Laser-Ionization Single-Particle Aerosol Mass Spectrometer, Bull. Chem. Soc. Jpn., 査読有, 81(1), 120-126 

(2008) 

2) Sato, K.; Hatakeyama, S.; Imamura, T.; Secondary Organic Aerosol Formation during the Photooxidation of 

Toluene: NOx Dependence of Chemical Composition, J. Phys. Chem. A, 査読有, 111, 9796-9808(2007). 

3) 佐藤圭、田中友里愛、李紅、小川志保、畠山史郎  沖縄辺戸岬における有機エアロゾル組成の組成

と季節変化：2005–2006年に観測された多環芳香族炭化水素、地球化学, 査読有, 41, 145-153(2007).  

4) Narukawa, M.; Matsumi, Y.; Matsumoto, J.; Takahashi, K.; Yabushita, A.; Sato, K.; Imamura, T.; Real-Time 

Analysis of Secondary Organic Aerosol Particles Formed from Cyclohexene Ozonolysis Using a 

Laser-Ionization Single-Particle Aerosol Mass Spectrometer, Analytical Sciences,査読有, 23, 507-511(2007). 

5) Sato, K.; Chemical Composition of Secondary Organic Aerosol from the Ozonolysis of Cyclohexene in the 

Absence of Seed Particles, Chem. Lett., 査読有, 34, 1584-1585(2005). 

研究分担者：松見豊(名古屋大学・太陽地球環境研究所・教授) 

1) M. Narukawa, Y. Matsumi, J. Matsumoto, K. Takahashi, A. Yabushita, K. Sato, and T. Imamura, Single Particle 

Analysis of Secondary Organic Aerosols Formed from 1,4-Cyclohexadiene Ozonolysis Using a 

Laser-Ionization Single-Particle Aerosol Mass Spectrometer, Bull.Chem. Soc. Jpn, 査読有, 81, 120–126 

(2008). 

2) T. Nakayama, K. Takahashi, Y. Matsumi, H. Fujiwara, Laboratory study of O(1S) formation process in the 

photolysis of O3 and its atmospheric implications, J. Atmospheric Chemistry, 査読有, 53, 107-122 (2006). 

3) J. Matsumoto, K.Takahashi Y. Matsumi, A. Yabushita, A. Shimizu, I. Matsui,  N. Sugimoto, Scavenging of 

pollutant acid substances by Asian mineral dust particles, Geophys. Res. Lett., 33, No. 7, 査読有, L07816, 

10.1029/2006GL025782 (2006). 

4) T. Nakayama, K. Takahashi, Y. Matsumi, K. Shibuya, N(4S) formation following 193.3 nm ArF laser irradiation 

of NO and NO2 and its application to kinetic studies of N(4S) reactions with NO and NO2, J. Phys. Chem. A, 査

読有, 109, 10897-10902 (2005). 

5) T. Nakayama, K. Takahashi, Y. Matsumi, Quantum yield for hydrogen atom formation from H2O2 photolysis 

in the range 193 - 240 nm, International Journal of Chemical Kinetics, 査読有, 37(12), 751-754 (2005). 

A02-P07 
研究代表者：畠山史郎（東京農工大学・大学院共生科学技術研究院・教授） 

1) Transport of anthropogenic aerosols from Asia and subsequent chemical transformation, A. Takami*, S. 

Hatakeyama, 他（全7名, 7番目）,J. Geophys. Res., 査読有, 112, D22S31, doi:10.1029/2006JD008120, 2007. 

2) 沖縄辺戸岬における有機エアロゾルの組成と季節変化：2005～2006年に観測された多環芳香族炭

化水素, 佐藤圭，田中友里愛，李紅，小川志保、畠山史郎, 地球化学, 査読有,41, 145-153, 2007. 

3) Aircraft measurement of organic aerosols over China, G. Wang*, K. Kawamura, S. Hatakeyama, A. Takami, H. 

Li, W. Wang, Environ. Sci. Technol. , 査読有, 41, 3115-3120, 2007. 

4) Measurements of gas and aerosol for two weeks in northern China during the winter-spring period of 2000, 2001, 

and 2002, A. Takami*, W. Wang, D. Tang, and S. Hatakeyama, Atmos. Res., 査読有, 82, 688-697 (2006). 

5) Study on acidity and acidic buffering capacity of particulate matter over Chinese eastern coastal areas in spring, 

W. Wang*, S. Hatakeyama, 他（全9名、8番目）, J. Geophys. Res., 査読有, 111, D18207, doi:10.1029/ 

2005JD006753, 2006. 

6) 中国から東シナ海を経て沖縄まで輸送されるエアロゾル中の为要イオンの関係, 畠山史郎*，高見

昭憲，三好猛雄、王瑋,エアロゾル研究、査読有, 21, 147-152, 2006. 

7) Chemical Composition of Fine Aerosol Measured by AMS at Fukue Island, Japan During APEX Period, A. 

Takami*, T. Miyoshi, A. Shimono, and S. Hatakeyama, Atmos. Environ., 査読有, 39, 4913-4924, doi:10.1016/j. 

atmosenv.2005.04.038, 2005. 

8) Aerial observation of air pollutants and aerosols over Bo Hai, China, S. Hatakeyama*, A. Takami, W. Wang, and 

D. Tang, Atmos. Environ., 査読有, 39(32), 5893-5898, doi:10.1016/j.atmosenv.2005.06.025, 2005. 

9) 東シナ海域日本海側の北部と南部におけるエアロゾル化学組成の差異, 高見昭憲*，日暮明子，三

好猛雄，下野彰夫，畠山史郎,エアロゾル研究、査読有, 20, 352-354, 2005. 

10) Aerial measurement of air pollutants and aerosols during March 20–22, 2001, over the East China Sea, S. 

Hatakeyama*, 他（全7名、1番目）, J. Geophys. Res., 査読有, 109, D13304, doi:10.1029/2003JD004271, 
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研究分担者：渡邉泉（東京農工大学・大学院共生科学技術研究院・准教授） 

1) Accumulation of trace elements used in semiconductor industry in Formosan squirrel, as a bio-indicator of their 

exposure, living in Taiwan, Suzuki, Y., Watanabe, I*., Oshida, T., Chen, Y-J., Lin, L-K., Wang, Y-H., Yang, K-C. 

and Kuno, K., Chemosphere, 査読有, 68, 1270-1279, 2007. 

2) Accumulation of Hg and other heavy metals in the Javan mongoose (Herpestes javanicus) captured on 

Amamioshima Island, Japan. Horai, S., Minagawa, M., Ozaki, H., Watanabe, I.*, Takeda, Y., Yamada, K., Ando, 

T., Akiba, S., Abe, S. and Kuno, K. Chemosphere, 査読有, 65, 657-665, 2006. 

3) Accumulation of trace elements and persistent organochlorines in resident and migratory waders from Calatagan 

Bay, Philippines. Prudente, M.*, Tanabe, S., Kunisue, T., Yasunaga, G., Watanabe, I. and Miyazaki, N., Coastal 

Marine Science, 査読有, 29, 133-140, 2005. 

4) Investigation of the heavy metal sources in relation to automobiles. Ozaki, H.*, Watanabe, I. and Kuno, K., Water, 

Air and Soil Pollution, 査読有, 157, 209-223, 2004. 

5) バイカル湖，カスピ海，黒海および日本沿岸産魚類20種の微量元素蓄積. 渡邉 泉*・田辺信介, 環

境化学, 査読有, 13, 31-40, 2003. 

研究分担者：新垣雄光（琉球大学・理学部・准教授） 

1) Photochemical formation of hydrogen peroxide and fluorescence characteristics of water- soluble fraction 

solutions of bulk aerosols collected in Okinawa, Japan, Nakajima, H., K. Okada, Y. Kuroki, Y. Nakama, D. 

Handa, *T. Arakaki, A. Tanahara, Atmos. Environ., 査読有, 42, 3046–3058, 2008.  

2) Chemical Composition and Photochemical Formation of Hydroxyl Radicals in Aqueous Extracts of Aerosol 

Particles Collected in Okinawa, Japan, T. Arakaki*, Y. Kuroki, K. Okada, Y. Nakama, H. Ikota, M. Kinjo, T. 

Higuchi, M. Uehara, and A. Tanahara, Atmospheric Environment, 査読有, 40, 4764–4774, 2006. 

3) Wavelength-dependence of photochemical formation of Fe(II) in aqueous extracts of aerosol particles collected 

in Okinawa, Japan, Okada, K. Y. Kuroki, Y. Nakama T. Arakaki*, and A. Tanahara, Environmental Science and 

Technology, 査読有, 40, 7790–7795, 2006.  

4) Simultaneous Measurement of Hydrogen Peroxide and Fe species (Fe(II) and Fe(tot)) in Okinawa Island 

Seawater – Impacts of Red Soil Pollution, Arakaki, T.*, H. Fujimura, A. M. Hamdun, K. Okada, H. Kondo, T. 

Oomori, A. Tanahara, and H. Taira, J. Oceanography, 査読有, Vol. 61, 561–568, 2005. 

5) Enhanced Formation of Formate by Freezing in Solutions of Hydrated Formaldehyde-Metal-Hydrogen 

Peroxide, Arakaki, T.*, M. Shibata, T. Miyake, T. Hirakawa, and H. Sakugawa, Geochemical Journal, 査読有, 

38, 383–388, 2004. 
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1) Funada, R., Miura, T., Shimizu, Y., Kinase, T., Nakaba, S., Kubo, T. and Sano, Y. (2008) Gibberellin-induced 
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2) Begum, S., Nakaba, S., Oribe, Y., Kubo, T. and Funada, R. (2007) Induction of cambial reactivation by localized 
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3) Watanabe Y., Sano Y., Asada T. and Funada, R. (2006) Histochemical study of the chemical composition of 

vestured pits in two species of Eucalyptus. IAWA Journal, 査読有, 27, 33-43.  
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1) Kuroda, K., Imai, T., Saito, K., Kato, T. and Fukushima, K. (2008) Application of ToF-SIMS to the study on 
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Cryptomeria japonica associated with the difference in heartwood moisture content. In: Kurjatko, S., Kudela, J. 
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A03-P09 
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5) Karonen, M., Ossipov, V., Ossipova, S., Kapari, L., Loponen, J., Matsumura, H., Kohno, Y., Mikami, C., Sakai, 
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1445-1458. 

6) Izuta, T., Tominaga, K., Watanabe, M., Matsumura, H. and Kohno, Y. (2005) Effects of N load on growth and 
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有, 60(6), 1125-1128. 

7) Nakaji, T., Yonekura, T., Kuroha, M., Takenaga, S. and Izuta, T. (2005) Growth, annual ring structure and nutrient 
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8) Kohno, Y., Matsumura, H., Ishii, T. and Izuta, T. (2005) Establishing critical levels of air pollutants for protecting 
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L. J. De Kok), Springer-Verlag Tokyo, 査読有, 243-250. 

9) Nakaji, T., Kobayashi, T., Kuroha, M., Omori, K., Matsumoto, Y., Yonekura, T., Watanabe, K., Utriainen, J. and 
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ozone. Water, Air and Soil Pollution, Focus, 査読有, 4, 277-287.   

10) Yonekura, T., Yoshidome, M., Watanabe, M., Honda, Y., Ogiwara, I. and Izuta, T. (2004) Carry-over effects of 

ozone and water stress on leaf phenological characteristics and bud frost hardiness of Fagus crenata seedlings. 
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研究分担者：石田厚（独立行政法人森林総合研究所・植物生態研究領域・室長） 

1) Ishida, A., Nakano, T., Yazaki, K., Matsuki, S., Koike, N., Lauenstein, D.L., Shimizu, M. and Yamashita, N. 
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3) Konôpka, B., Noguchi, K., Sakata, T., Takahashi, M. and Konôpková, Z. (2006) Fine root dynamics in a 
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5) Noguchi, K., Sakata, T., Mizoguchi, T. and Takahashi, M. (2004) Estimation of the fine root biomass in a 
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Environment, 査読有, 38, 6969-6976. 
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研究分担者：高柳正夫（東京農工大学・大学院共生科学技術研究院・教授） 
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1) Okochi, H., Sato, E., Matsubayashi, Y., Igawa, M. (2008) Effect of atmospheric humic-like substances on the 
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2) J. Kilabuko, H. Matsuki, S. Nakai.  Air quality and acute respiratory illness in biomass fuel using home in 

Bagamoyo, Tanzania. International Journal of Environmental Research and Public Health, 2007; 査読有, 4: 

39-44. 
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